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今月の見どころ
今年も桜の季節がやってきます。
市内にはたくさんの桜スポットがあり、訪れ
る人の目を楽しませてくれます。
この春は、市内の桜めぐりをしてみてはいか
がでしょうか。
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◆
震
災
復
興
計
画
に
基
づ
く
主
要
な
施
策

1
　
生
活
再
建
と
産
業
の
再
興

・
本
市
災
害
公
営
住
宅
の
先
鞭
を
切
っ
て
入

居
が
始
ま
る
桜
木
地
区
災
害
公
営
住
宅
に
、

桜
木
保
育
所
お
よ
び
高
齢
者
生
活
相
談
所
を

設
け
、
多
様
な
年
代
の
方
々
の
交
流
の
場
の

創
出
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
支
援
を
行
い

ま
す
。

・
災
害
公
営
住
宅
へ
の
転
居
に
係
る
費
用
の

支
援
制
度
を
新
た
に
設
け
ま
す
。

・
産
業
の
再
興
に
つ
い
て
は
、
適
時
適
切
な

情
報
発
信
や
相
談
等
に
よ
っ
て
既
存
産
業
の

現
地
復
旧
を
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、
新
た

な
企
業
の
進
出
に
つ
い
て
は
、
復
興
特
区
制

度
や
、
津
波
・
原
子
力
災
害
被
災
地
域
雇
用

創
出
企
業
立
地
補
助
金
を
積
極
的
に
活
用

し
、
誘
致
を
図
り
ま
す
。

・
八
幡
字
一
本
柳
地
区
で
の
津
波
復
興
拠
点

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
用
地
取
得
を
進
め
造

成
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　
ま
た
、
立
地
企
業
の
選
定・調
整
を
行
い
、

減
災
・
防
災
機
能
を
併
せ
持
つ
拠
点
形
成
に

向
け
た
、
取
り
組
み
を
具
現
化
し
ま
す
。

2
　
災
害
に
対
応
し
た
安
全
安
心
の
確
保

・
地
域
防
災
計
画
お
よ
び
津
波
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
基
に
、
避
難
路
へ
の
誘
導
や
防
災

関
連
情
報
の
活
用
な
ど
、
自
助
・
共
助
・
公

助
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
総

合
的
に
再
構
築
し
、
地
域
に
お
け
る
実
践
を

反
映
し
な
が
ら
、
定
着
を
図
り
ま
す
。

・
緊
急
避
難
路
・
物
流
路
の
整
備
は
、
清
水

沢
多
賀
城
線
の
調
査
設
計
な
ど
を
進
め
る
と

と
も
に
、
樋
の
口
大
橋
を
は
じ
め
と
し
た
4

橋
の
耐
震
補
強
を
行
い
ま
す
。

・
公
共
下
水
道（
雨
水
）事
業
は
、
雨
水
全
体

計
画
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
雨
水
ポ
ン

プ
施
設
や
雨
水
幹
線
な
ど
の
整
備
を
順
次
進

め
ま
す
。

3
　
震
災
経
験
の
伝
承
と
ま
ち
の
魅
力
度
向
上

・
現
在
、
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所

と
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
、
未
来
へ
と
繋
ぐ

震
災
体
験
・
記
録
伝
承
事
業
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
さ
ら
に
市
独
自
の
小
学
校
防
災
副
読

本
の
作
成
に
向
け
た
実
地
調
査
を
行
い
ま

す
。

・
多
賀
城
駅
周
辺
の「
史
都
・
市
心
の
整
備
」

に
つ
い
て
は
、
駅
北
地
区
と
駅
南
地
区
の
一

体
的
な
整
備
を
行
い
ま
す
。
駅
北
地
区
に
建

設
さ
れ
る
再
開
発
ビ
ル
に
は
、
移
転
新
築
す

る
図
書
館
お
よ
び
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
中
核
と
し
て
、
書
店
や
子
育
て
支
援

施
設
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
高

齢
者
福
祉
施
設
を
誘
致
し
、
平
成
27
年
度
の

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
、
人
々
が
集
い
、
憩

え
る
新
た
な
公
共
空
間
を
整
備
し
ま
す
。

◆
第
五
次
総
合
計
画
に
基
づ
く
主
要
な
施
策

安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

●
災
害
対
策
の
推
進

・
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
総
合
防
災
訓
練

を
継
続
的
に
実
施
し
、
多
元
的
な
防
災
情
報

の
提
供
、
災
害
用
備
蓄
品
の
整
備
、
自
主
防

災
組
織
運
営
支
援
等
の
取
り
組
み
を
総
合
的

に
検
証
し
な
が
ら
、
災
害
時
の
行
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
整
備
運
用
な
ど
へ
反
映
し
ま
す
。

・
災
害
発
生
に
備
え
て
、
避
難
誘
導
標
識
な

ど
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
で
の

消
防
団
活
動
を
充
実
す
る
た
め
、
防
火
衣
な

　平成26年度の当初予算などを審議する第一回市議会定例会において、菊地市長は「平成26年度は、震災
復興計画に位置づける「再生期」の初年度として、また、第五次多賀城市総合計画に掲げる将来都市像を実現
する取り組みとして、より一層の発展を促し、創造的復興に向けた道筋を示す大規模プロジェクトを始動し
てまいります。第一に、住まいを失った方々の生活再建の場として市内4箇所で整備している災害公営住宅
事業、第二に、本市の基幹産業である製造業の復興を牽引する市八幡字一本柳地区での津波復興拠点整備事
業、第三に、復興のシンボルとして位置付けた「史都・市心の整備」として図書館を中核とした駅北地区の再
開発事業。本市の復興を牽引するプジェクトを中心として、復興まちづくりをさらに加速し、再生へ向けた
確かな手ごたえを感じていただける年にしてまいりたいと考えております」と施政方針演説を行いました。
　平成26年度施政方針から、市政運営の基本方針、主要な施策のあらましをお知らせします。

＊施政方針を抜粋しています。全文は情報公開コーナーまたは市ホームページに掲載しています。

平成26年度施政方針

未来を育む復興まちづくりへ向けて新たなスタート
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ど
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

・
雨
水
対
策
は
、
各
種
交
付
金
な
ど
を
活
用

し
、
整
備
率
向
上
に
向
け
た
事
業
お
よ
び
既

存
施
設
の
長
寿
命
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
防
犯
対
策
の
推
進

・
多
賀
城
駅
周
辺
地
区
の
防
犯
活
動
の
中
心

と
な
る
警
察
官
立
寄
所
の
移
転
新
築
工
事
に

着
手
し
、
年
内
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

●
安
全
な
消
費
生
活
の
確
保

・
多
様
化
す
る
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に

適
切
に
対
応
し
て
い
く
ほ
か
、
学
校
お
よ
び

保
育
所
の
給
食
食
材
、
市
民
持
ち
込
み
食
材

の
放
射
性
物
質
測
定
を
実
施
し
、
結
果
を
公

表
し
ま
す
。

●
交
通
環
境
の
充
実

・
仙
石
線
高
架
化
お
よ
び
新
駅
舎
の
完
成
を

踏
ま
え
て
、
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
外

の
駅
西
小
路
線
な
ど
の
道
路
改
築
や
第
一
下

馬
踏
切
の
拡
幅
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
西
部

地
区
で
は
新
田
南
錦
町
線
な
ど
の
道
路
整
備

を
行
い
ま
す
。

・
平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
橋
梁
長
寿
命
化

修
繕
計
画
に
基
づ
く
事
業
と
し
て
、
鴻
ノ
池

橋
な
ど
の
詳
細
設
計
に
着
手
し
ま
す
。ま
た
、

道
路
照
明
灯
お
よ
び
橋
梁
な
ど
の
総
点
検
を

行
い
、適
切
な
維
持
保
全
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
バ
ス
運
行
事
業
は
、
東
部
線
の
七
ケ
浜
町

と
の
共
同
運
行
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
西

部
線
は
試
験
運
行
を
継
続
し
な
が
ら
ル
ー
ト

等
の
改
善
を
行
い
、
持
続
可
能
な
運
行
を
め

ざ
し
ま
す
。

●
市
域
の
整
備

・
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
お
よ
び
現
在

策
定
中
の
景
観
計
画
に
基
づ
き
、
板
倉
等
補

修
費
用
の
一
部
助
成
や
、
末
の
松
山
お
よ
び

報
告

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
時
や
、
家
族

の
健
康
保
険
の
扶
養
に
な
っ
た
時
は
、
14
日

以
内
に
届
出
が
必
要
で
す
。
職
場
の
保
険
な

ど
を
取
得
し
た
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
証
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。
国
民
健
康
保
険
の
資
格

喪
失
届
出
を
し
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険
税

が
課
税
さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。

報
告

問
／
国
保
年
金
課
国
保
年
金
係

内
線
1
2
4
～
1
2
6

生
垣
づ
く
り
・
花
の
植
栽

な
ど
へ
の
費
用
助
成

▼
生
垣
づ
く
り
事
業
補
助
金

　
公
道
に
面
し
た
敷
地
に
、
生
垣
を
合
計
5

メ
ー
ト
ル
以
上
設
置
す
る
場
合
、
設
置
費
用

の
2
分
の
1
以
内
で
、
最
高
限
度
額
個
人
10

万
円
、
法
人
20
万
円
ま
で
助
成
し
ま
す（
生

垣
設
置
の
た
め
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
撤
去

す
る
費
用
も
助
成
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）。

▼
花
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金

　
道
路
、
公
園
な
ど
の
公
共
の
場
所
へ
花
を

植
栽
す
る
個
人
、団
体
に
対
し
て
、花
苗・種・

球
根
購
入
費
の
3
分
の
2
以
内
で
、
最
高
限

度
額
年
6
万
円
ま
で
助
成
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
補
助
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
行

沖
の
井
周
辺
の
景
観
形
成
に
向
け
た
調
査
を

進
め
ま
す
。

●
中
心
市
街
地
の
整
備

・
多
賀
城
駅
北
開
発
株
式
会
社
が
建
設
す
る

再
開
発
ビ
ル
の
平
成
27
年
度
オ
ー
プ
ン
に
向

け
て
、
文
化
交
流
拠
点
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

質
の
高
い
公
共
空
間
を
形
成
す
る
た
め
、
周

辺
地
域
の
空
間
形
成
設
計
お
よ
び
道
路
整
備

を
行
い
ま
す
。

・
駅
南
地
区
に
つ
い
て
は
、
駐
車
場
整
備
に

着
手
し
、
民
間
開
発
の
事
業
促
進
を
図
り
ま

す
。

●
安
全
で
安
定
し
た
水
の
供
給

・
災
害
時
の
安
定
供
給
に
向
け
て
、
水
道
施

設
の
更
新
、
配
水
管
の
耐
震
化
、
水
道
水
放

射
性
物
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
に
つ
い
て

取
り
組
み
ま
す
。

・
新
地
方
公
営
企
業
会
計
制
度
の
適
用
に
よ

り
経
営
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
健
全

経
営
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

元
気
で
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

●
地
域
福
祉
の
推
進

・
災
害
時
要
援
護
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
は
、
福
祉
避
難
所
の
県
外
施
設
と
の
協
定

締
結
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
支
援
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
見
直
し
を
通
じ
て
、
実
効
性
を
高

め
ま
す
。

●
健
康
づ
く
り
の
推
進

・
特
定
健
康
診
査
、
が
ん
検
診
な
ど
の
各
種

健（
検
）診
に
つ
い
て
、
よ
り
受
診
し
や
す
い

体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

・
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
外
壁
改
修
を
実
施

し
、
快
適
な
利
用
環
境
を
保
持
し
ま
す
。

●
子
育
て
支
援
の
充
実

・家
庭
に
お
け
る
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、

鶴
ケ
谷
児
童
館
お
よ
び
西
部
児
童
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
新
た
に
子
育
て
ひ
ろ
ば
事
業
を

展
開
し
、
気
軽
に
相
談
い
た
だ
け
る
体
制
を

整
え
ま
す
。

・
本
市
独
自
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
と

し
て
、
小
学
校
3
年
生
ま
で
の
通
院
に
か
か

る
医
療
費
お
よ
び
中
学
校
3
年
生
ま
で
の
入

院
に
か
か
る
医
療
費
の
無
料
化
を
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

●
高
齢
者
福
祉
の
推
進

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た

総
合
的
支
援
を
基
本
と
し
て
、
小
規
模
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
開
設
補
助
事
業
、
元
気
回

復
こ
も
ら
な
い
で
事
業
を
進
め
る
ほ
か
、
在

宅
高
齢
者
の
心
身
機
能
の
維
持
向
上
に
取
り

組
み
ま
す
。

●
障
害
者（
児
）福
祉
の
推
進

・
太
陽
の
家
を
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
平
成
27
年
4
月
を
め
ど
に
、
本
市
に

お
け
る
療
育
の
拠
点
と
な
る
施
設
に
移
行
す

る
準
備
を
進
め
ま
す
。

●
社
会
保
障
等
の
充
実

・一
日
で
も
早
い
暮
ら
し
の
再
興
を
願
っ
て
、

災
害
公
営
住
宅
へ
の
転
居
に
際
し
、
世
帯
の

人
員
数
に
応
じ
て
一
定
額
を
助
成
す
る「
災

害
公
営
住
宅
へ
の
入
居
支
援
事
業
」を
創
設

し
ま
す
。

・
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
全
て
の
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
に
対
し
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
助
成
制

度
を
開
始
し
ま
す
。

・
震
災
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
、
今
な

お
生
活
再
建
に
向
け
て
困
難
な
状
況
に
あ
る

国
民
健
康
保
健
被
災
保
険
者
に
対
し
て
、
医

療
費
の
一
部
負
担
の
免
除
を
実
施
し
ま
す
。

歴
史
・
文
化
を
継
承
し 
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち

●
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
に
よ
る
教
育

力
の
向
上

・
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
は
3
校
区
に
、

放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
は
4
校
へ
と

そ
れ
ぞ
れ
拡
大
し
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
で
育
む
協
働
教
育
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

●
学
校
教
育
の
充
実

・
積
極
的
に
導
入
し
て
き
た
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活
用
事
業
を
さ
ら
に
拡
充

し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
や

学
ぶ
力
を
育
み
ま
す
。

・
き
め
細
か
な
教
育
活
動
の
充
実
に
向
け
て

先
駆
的
に
配
置
し
て
き
た
、
理
科
支
援
員
を

始
め
と
す
る
各
種
支
援
員
・
相
談
員
に
つ
い

て
は
、本
市
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
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・
城
南
小
学
校
校
舎
の
増
築
お
よ
び
大
規
模

改
造
事
業
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
多
賀
城

中
学
校
の
プ
ー
ル
改
修
、
エ
レ
ベ
ー
タ
改
修

設
計
な
ど
、
優
先
順
位
を
見
極
め
な
が
ら
計

画
的
に
実
施
し
ま
す
。

●
生
涯
学
習
の
推
進

・
文
化
交
流
拠
点
構
想
の
中
核
的
施
設
で
あ

る
市
立
図
書
館
の
移
転
新
築
に
つ
い
て
は
、

第
二
次
多
賀
城
市
立
図
書
館
基
本
計
画
お
よ

び
多
賀
城
市
立
図
書
館
移
転
計
画
の
理
念
に

基
づ
き
、
準
備
を
進
め
ま
す
。

・
同
構
想
の
重
要
施
設
と
し
て
位
置
付
け
た

文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
ホ
ー
ル
な
ど
の
大
規
模

設
備
の
更
新
を
進
め
ま
す
。

・
大
代
地
区
公
民
館
で
、
本
市
で
初
め
て
の

地
域
自
治
組
織
を
指
定
管
理
者
と
し
た
運
営

管
理
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
住
民
ニ
ー
ズ
を

よ
り
一
層
反
映
し
た
事
業
の
展
開
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
に
向
け
て
、
中
央
公
民

館
の
セ
ン
タ
ー
機
能
を
強
化
し
、
生
涯
学
習

機
能
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

●
市
民
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
推
進

・
総
合
体
育
館
を
は
じ
め
と
し
た
市
内
9
施

設
の
施
設
予
約
状
況
に
つ
い
て
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
閲
覧
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開

始
し
ま
す
。

●
文
化
財
の
保
護
と
活
用

・
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
内
の
住
宅
再
建
に
伴

う
緊
急
発
掘
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
震
災

後
発
見
さ
れ
た
貴
重
な
近
世
の
古
文
書
の
修

復
・
保
存
・
活
用
を
行
い
ま
す
。

環
境
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む
ま
ち

●
環
境
と
の
共
生

・
震
災
に
よ
り
休
止
し
て
い
た
環
境
教
室
な

ど
環
境
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
る
啓
発
事

業
を
、
順
次
再
開
し
ま
す
。

●
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成

・
震
災
後
、
低
下
傾
向
に
あ
る
廃
棄
物
の
減

量
お
よ
び
再
資
源
化
へ
の
取
り
組
み
を
促
進

す
る
た
め
、
環
境
出
前
講
座
、
ご
み
減
量
や

分
別
に
関
す
る
啓
発
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

集
い
　
つ
な
が
り
　
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち

●
農
業
の
振
興

・
農
業
の
担
い
手
の
育
成
や
高
生
産
性
農
業

を
実
現
す
る
た
め
、
大
区
画
ほ
場
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
県
お
よ
び
市
ほ
場
整
備
推
進
委

員
会
と
連
携
し
、
地
域
で
の
合
意
形
成
を
図

り
な
が
ら
進
め
ま
す
。

・
本
市
最
大
の
か
ん
が
い
用
水
路
で
あ
る
宝

堰
用
水
路
に
つ
い
て
、
大
区
画
ほ
場
整
備
事

業
と
の
一
体
的
な
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
商
工
業
の
振
興

・
多
賀
城
・
七
ケ
浜
商
工
会
振
興
補
助
金
を

通
じ
て
、
市
内
商
工
業
者
へ
の
支
援
を
よ
り

一
層
強
化
し
ま
す
。

・
た
が
じ
ょ
う
市
民
市
の
安
定
運
営
に
向
け

た
支
援
を
行
う
な
ど
、
活
気
と
賑
わ
い
の
創

出
を
図
り
ま
す
。

●
企
業
誘
致
の
推
進

・
み
や
ぎ
復
興
パ
ー
ク
を
中
心
と
し
て
新
た

な
産
業
の
創
出
拠
点
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
、

企
業
誘
致
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
工
場

地
帯
へ
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
産
業
の
再

興
お
よ
び
雇
用
の
創
出
を
図
る
た
め
、
復
興

特
区
制
度
に
よ
る
税
制
優
遇
措
置
や
立
地
条

件
の
良
さ
を
最
大
限
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
さ
ら

な
る
企
業
集
積
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

●
観
光
の
振
興

・
観
光
資
源
発
掘
事
業
と
し
て
、
地
域
資
源

や
人
々
へ
の
取
材
を
通
し
て
、
新
た
な
観
光

資
源
を
見
出
す
契
機
と
す
る
と
と
も
に
、
多

様
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、市
民
発
の
タ
イ
ム

リ
ー
な
地
域
情
報
の
発
信
を
促
進
し
ま
す
。

・
昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
多
賀

城
駅
観
光
案
内
所
の
運
営
に
つ
い
て
、
多
賀

城
市
観
光
協
会
の
自
主
的
活
動
の
拠
点
と
し

て
、
運
営
体
制
の
充
実
強
化
お
よ
び
観
光
情

報
の
収
集
・
発
信
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
を

支
援
し
ま
す
。

心
が
か
よ
う
地
域
の
絆
を
育
む
ま
ち

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実

・
被
災
自
治
会
・
町
内
会
に
、
引
き
続
き
地

域
支
援
員
を
派
遣
し
、
災
害
公
営
住
宅
の
入

居
者
と
既
存
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
融
合
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

●
市
民
活
動
の
充
実

・
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
機
能
を
よ

り
効
果
的
に
活
用
し
、
市
民
の
自
主
・
自
発

的
な
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

●
開
か
れ
た
市
政
の
推
進

・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
多
様
な
閲
覧
環

市
の
組
織
が
一
部
変
わ
り
ま
す

　
4
月
1
日
よ
り
、
復
旧
事
業
の
収
束
に

伴
い
、
生
活
環
境
課
災
害
廃
棄
物
対
策
係

を
廃
止
し
ま
し
た
。

　
ま
た
復
興
事
業
の
本
格
化
に
伴
い
、
市

街
地
整
備
課
宮
内
地
区
整
備
係
お
よ
び
生

涯
学
習
課
図
書
館
移
転
推
進
係
を
新
設
し

ま
す
。

問
／
市
長
公
室
行
政
経
営
担
当

内
線
2
1
2
～
2
1
4

境
に
対
応
し
た
迅
速
で
適
切
な
情
報
提
供
を

行
い
ま
す
。

理
解
と
信
頼
で
進
め
る
自
律
し
た
ま
ち

●
適
正
な
事
務
の
執
行
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

・
国
の
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
伴
う

番
号
制
度
導
入
な
ど
大
規
模
な
制
度
改
正
に

当
た
っ
て
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
留
意
し

な
が
ら
、
適
切
な
処
理
に
努
め
ま
す
。

●
効
果
的
・
効
率
的
な
行
財
政
経
営
の
推
進

・
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
施
設
の
整
備

を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

●
組
織
・
人
事
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
復
興
の
本
格
化
に
伴
う
膨
大
な
事
業
を
推

進
す
る
た
め
、
全
国
自
治
体
に
対
し
、
引
き

続
き
職
員
派
遣
協
力
を
要
請
し
ま
す
。ま
た
、

再
任
用
制
度
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

人
事
制
度
を
活
用
し
、
人
材
の
確
保
を
図
り

ま
す
。

問
／
市
長
公
室
行
政
経
営
担
当

内
線
2
1
2
～
2
1
4
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平
成
26
年
度
予
算
の
歳
出
で
は
、
震

災
復
興
計
画
に
位
置
づ
け
た「
再
生
期
」

の
初
年
度
と
し
て
創
造
的
復
興
を
推
進

す
る
こ
と
に
注
力
す
る
こ
と
と
し
、
通

常
収
支
分
で
は
、
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て「
東
北
随
一
の
文
化
交
流
拠
点
」の

実
現
を
目
指
し
、
仙
石
線
多
賀
城
駅
を

中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や
図

書
館
を
中
核
と
し
た
駅
北
地
区
の
再
開

発
事
業
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
児
童

の
安
心
安
全
で
快
適
な
学
習
環
境
を
整

え
る
た
め
、
城
南
小
学
校
の
増
改
築
な

ど
を
実
施
す
る
た
め
の
経
費
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
復
旧
・
復
興
分
で
は
、
被
災

者
の
生
活
再
建
の
場
と
な
る
災
害
公
営

住
宅
の
整
備
や
災
害
発
生
時
の
被
災
者

お
よ
び
被
災
事
業
者
支
援
の
拠
点
と
な

る「
津
波
復
興
拠
点
」の
整
備
な
ど
、
大

規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
実
施
す
る

た
め
の
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
歳
入
で
は
、
地
方
消
費
税
率

引
上
げ
に
伴
う
地
方
消
費
税
交
付
金
が

増
額
と
な
る
見
込
み
で
す
が
、
市
税
に

つ
い
て
は
回
復
基
調
に
あ
る
も
の
の
、

依
然
と
し
て
震
災
前
の
状
態
ま
で
は
回

復
し
な
い
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
極
め
て
厳
し
い
財
政

状
況
で
す
が
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立

ち
、
今
後
の
財
政
需
要
と
確
保
し
得
る

財
源
を
見
通
し
な
が
ら
、
安
定
的
な
財

政
経
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
／
市
長
公
室
財
政
経
営
担
当

内
線
2
1
5
、
2
1
6

◆平成26年度各会計予算

◆平成26年度の主な事務事業

会計区分 平成26年度当初予算 平成25年度当初予算 対前年度比
増減額 増減率

一 般 会 計 272億5,000万円 252億6,000万円 19億9,000万円 7.9％
特 別 会 計 208億4,500万円 191億1,300万円 17億3,200万円 9.1％

災害公営住宅整備事業 47億8,400万円 22億5,600万円 25億2,800万円 112.1％
国 民 健 康 保 険 65億8,500万円 66億4,600万円 ▲6,100万円 ▲0.9％
後 期 高 齢 者 医 療 5億5,300万円 4億9,200万円 6,100万円 12.4％
介 護 保 険 35億8,500万円 32億7,500万円 3億1,000万円 9.5％
下 水 道 事 業 53億3,800万円 64億4,400万円 ▲11億600万円 ▲17.2％

企 業 会 計（ 水 道 事 業 ） 25億4,600万円 27億6,488万9千円 ▲2億1,888万9千円 ▲7.9％
総 　 　 額 506億4,100万円 471億3,788万9千円 35億311万1千円 7.4％

1　災害公営住宅関連事業
★桜木地区災害公営住宅整備事業	 46億4,524万6千円
★（仮称）多賀城市桜木保育所開所準備事業	 1,027万1千円
★災害公営住宅における高齢者見守り事業	 481万1千円

2　津波復興拠点関連事業
★多賀城市津波復興拠点整備事業	 30億4,120万円

3　文化交流拠点関連事業
　地方都市リノベーション事業	 9億9,801万4千円
　市街地再開発関連事業	 229万2千円
　文化センター改修事業	 5,780万円
　図書館移転事業	 47万4千円

4　多賀城駅周辺関連事業
　連続立体交差事業	 4,645万6千円
　多賀城駅前警察官立寄所新築事業	 6,333万3千円
　多賀城駅周辺土地区画整理事業及び関連事業	 8億1,139万7千円

5　社会基盤整備関連事業
　雨水施設長寿命化対策事業	 3億810万円
　橋梁維持補修事業	 1,421万8千円

6　宮内地区土地区画整理関連事業
★宮内地区被災市街地復興土地区画整理事業	 4億7,462万9千円
★同　関連効果促進事業	 1,295万4千円

7　その他平成26年度新規事業
　子育てひろば事業	 529万6千円
　インフルエンザ予防接種助成事業	 1,705万3千円
　城南小学校増築事業及び校舎大規模改造事業	 6億374万円
　市営住宅管理運営事業	 2,617万4千円
　大代地区公民館管理運営事業	 2,341万9千円
★震災モニュメント設置事業	 50万円

8　被災者支援関連事業
★災害公営住宅入居支援事業	 5,694万8千円
★被災者住宅再建補助事業	 3億8,689万2千円

9　防災対策関連事業
★災害避難案内標識整備事業	 1,130万6千円
　防災副読本作成事業	 56万円

10　浸水対策関連事業
★浸水対策下水道整備事業（復興交付金事業）	 17億7,216万6千円

11　学校支援関連事業
　スクールソーシャルワーカー活用事業	 367万8千円

「復旧期」から「再生期」へ。『減災都市　多賀城』、『東北随一の文化交流拠点』の実現に向けて

平成26年度当初予算のあらまし
予算総額 506億4,100万円、対前年度 7.4％増
一般会計 272億5,000万円、対前年度 7.9％増

一般会計のうち復旧・復興分の予算額は約57億円
一般会計の総額は「通常収支分」「復旧・復興分」いずれも過去最大の予算規模となりました。

○通常収支分…一般会計のうち東日本大震災による特殊な要因として区分した復旧・復興事業分を除いた市本来の予算
○復旧・復興分…一般会計のうち東日本大震災により取り組むこととなった事業や復興関連の財源を活用して行う事業などの予算

（復旧・復興事業は★印）
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災
害
公
営
住
宅
入
居
支
援
金

　

早
期
生
活
再
建
を
支
援
す
る
た
め
、

本
市
の
災
害
公
営
住
宅
に
入
居
す
る
方

に
対
し
て
入
居
支
援
金
を
交
付
し
ま

す
。

支
援
金
額
／
一
戸
当
た
り
の
入
居
予
定

人
数
が
1
人
の
場
合
30
万
円
、
1
人
増

え
る
ご
と
に
5
万
円
加
算
、
限
度
額
50

万
円

　

申
請
手
続
き
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
対
象
者
の
方
へ
関
係
書
類
を
送
付

し
ま
す
。

問
／
社
会
福
祉
課
生
活
再
建
支
援
室

内
線
6
5
2
、
6
5
3

被
災
者
相
談
窓
口

　
市
役
所
6
階
に
て
被
災
者
に
対
す
る

各
種
支
援
・
補
助
制
度
の
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
住
宅
再
建
に
関
す
る
支
援
制
度
も
あ

り
ま
す
。
特
に
住
宅
の
再
建
を
予
定
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時
／
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

場
所
／
市
役
所
6
階
相
談
コ
ー
ナ
ー

問
／
社
会
福
祉
課
生
活
再
建
支
援
室

内
線
6
5
2
、
6
5
3

減
災
事
業
集
積
促
進
に
係
る
入

居
費
用
負
担
補
助
金

　
平
成
26
年
度
も
継
続
し
ま
す
。

対
象
事
業
者
／
①
～
④
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
個
人
ま
た
は
法
人

①
申
請
す
る
時
点
に
お
い
て
、
み
や
ぎ

復
興
パ
ー
ク
の
入
居
に
係
る
契
約
を
締

結
し
て
い
る
こ
と

②
み
や
ぎ
復
興
パ
ー
ク
に
お
い
て
、
減

災
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

③
被
災
者
で
あ
る
市
民
を
1
人
以
上
雇

用
す
る
こ
と

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

補
助
金
額
／
入
居
契
約
に
基
づ
き
負
担

す
る
月
額
の
費
用
負
担
額
ま
た
は
10
万

円
の
い
ず
れ
か
低
い
方
の
額
に
月
数
を

乗
じ
て
得
た
額

減
災
事
業
と
は
／
大
規
模
地
震
、
津
波

そ
の
他
の
異
常
な
自
然
現
象
に
よ
り
生

ず
る
災
害
お
よ
び
人
的
に
引
き
起
こ
さ

れ
る
危
機
的
な
事
態
を
可
能
な
限
り
軽

減
す
る
技
術
、
製
品
、
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
研
究
、
開
発
、
製
造
等

み
や
ぎ
復
興
パ
ー
ク
と
は
／
公
益
財
団

法
人
み
や
ぎ
産
業
振
興
機
構
が
東
日
本

大
震
災
に
お
い
て
被
害
を
受
け
た
東
北

地
域
の
も
の
づ
く
り
産
業
の
復
興
お
よ

び
新
た
な
産
業
の
創
出
を
図
る
た
め
の

拠
点
と
し
て
整
備
す
る
施
設（
ソ
ニ
ー

㈱
仙
台
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
敷
地

内
）

問
／
商
工
観
光
課
商
工
係

内
線
4
7
1
～
4
7
3

　
3
月
11
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
追
悼
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
3
年
目
の
節
目

を
迎
え
た
こ
の
日
、
ご
遺
族
、
関
係
者

な
ど
4
7
0
人
が
参
列
し
、
震
災
発

生
時
刻
の
午
後
2
時
46
分
に
は
参
列
者

全
員
で
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
へ
黙

と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　
参
列
者
一
人
一
人
か
ら
献
花
台
へ
花

が
手
向
け
ら
れ
、
鎮
魂
と
復
興
へ
の
思

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
は
、
市
役
所
、
山
王
地

区
公
民
館
、
大
代
地
区
公
民
館
に
設
け

ら
れ
た
記
帳
所
に
も
、
多
く
の
方
々
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

3
月
11
日
、
J
R
仙
石
線
多
賀
城

駅
前
広
場
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ゲ
ー
ト

シ
テ
ィ
多
賀
城
に
よ
る
震
災
追
悼
行
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
市
内
で
犠
牲

と
な
っ
た
1
8
8
人
の
慰
霊
と
伝
承

の
意
味
を
込
め
、
1
8
8
枚
の
素
焼

き
灯
明
皿
に
火
が
灯
さ
れ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
た

く
さ
ん
の
紙
コ
ッ
プ
に
も
火
が
灯
さ

れ
、
3
・
11
の
文
字
が
浮
か
び
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

震
災
関
連
情
報

東
日
本
大
震
災
多
賀
城
市
追
悼
式

多
賀
城
・
万
灯
会

�

～
鎮
魂
の
灯
～
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2
月
12
日
か
ら
3
月
7
日
ま
で
の
24
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
全
て
原

案
の
と
お
り
可
決（
承
認
）さ
れ
ま
し
た
。

報
告

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
公
用
車
の
接
触
事
故
に
つ
い
て
、
相
手
方
と
和

解
し
、
損
害
賠
償
額
を
決
定
、
専
決
処
分
し
た
こ

と
の
報
告

条
例

▼
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
「
成
年
被
後
見
人
の
選
挙
権
の
回
復
等
の
た
め

の
公
職
選
挙
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」の

施
行
に
伴
い
、
指
定
病
院
等
の
不
在
者
投
票
に
お

け
る
外
部
立
会
人
の
報
酬
等
を
定
め
る
も
の

▼
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
市
長
、
副
市
長
の
給
与
を
減
額
す
る
も
の

▼
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
教
育
長
の
給
与
を
減
額
す
る
も
の

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
昇
給
が
抑
制
さ
れ
て
き
た
若
年
・
中
堅
層
の
職

員
の
給
与
に
つ
い
て
、
1
号
棒
を
基
本
と
し
て
回

復
さ
せ
る
も
の

▼
多
賀
城
市
社
会
教
育
委
員
の
設
置
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
基
準
を
規
定
す
る
も
の

▼
仙
塩
広
域
都
市
計
画
事
業
宮
内
地
区
被
災
市
街

地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
に
関
す
る
条

例

　
宮
内
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
施

行
規
程
を
定
め
る
も
の

▼
企
業
職
員
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
派
遣
職
員
受
入
の
た
め
、
災
害
派
遣
手
当
等
を

支
給
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の

そ
の
他

▼
和
解
及
び
損
害
賠
償
額
の
決
定

　
小
学
校
で
発
生
し
た
負
傷
事
故
に
つ
い
て
、
相

手
方
と
和
解
し
、
損
害
賠
償
額
を
決
定
す
る
も
の

▼
市
道
路
線
の
認
定

　
町
前
一
丁
目
一
号
線
ほ
か
2
路
線
を
市
道
と
し

て
認
定
す
る
も
の

▼
規
約
変
更

　
塩
釜
地
区
環
境
組
合
の
解
散
に
伴
う
非
常
勤
職

員
公
務
災
害
補
償
等
認
定
委
員
会
・
審
査
会
、
退

職
手
当
組
合
の
規
約
の
変
更
等
に
関
し
て
関
係
地

方
公
共
団
体
と
協
議
す
る
も
の

▼
契
約

　
下
水
道
工
事
に
係
る
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す

る
も
の（
新
規
契
約
1
件
、
変
更
契
約
5
件
）

▼
財
産
の
取
得

　
新
田
地
区
及
び
鶴
ケ
谷
地
区
の
災
害
公
営
住
宅

用
建
物
に
つ
い
て
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

と
譲
渡
契
約
を
締
結
す
る
も
の

▼
市
長
の
専
決
事
項
の
指
定
に
つ
い
て

　
東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
復
旧
・
復
興
事
業

に
つ
い
て
工
事
等
請
負
変
更
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
を
市
長
が
専
決
処
分
で
き
る
事
項
と
し
て
指
定

す
る
も
の

■平成25年度一般会計補正予算（第7号）

会計区分 補正前の額 補正額 計

一般会計 321億6,344万7千円 ▲27億8,683万6千円 293億7,661万1千円

主な内容

［歳入］

震災復興特別交付税� ▲8億4,869万9千円

東日本大震災復興基金繰入金� ▲5億1,100万7千円

東日本大震災復興交付金事業基金繰入金� ▲5億4,132万2千円

災害等廃棄物処理事業費補助金� ▲4億8,672万6千円

災害援護資金貸付金� ▲2億6,500万円

［歳出］

災害復旧派遣職員受入事業� ▲1億4,398万9千円

災害廃棄物処理事業� ▲5億5,959万4千円

被災者住宅再建補助事業� ▲3億9,427万6千円

災害援護資金貸付事業� ▲2億6,505万7千円

内水排除困難地域側溝整備事業� ▲2億7,234万3千円

■平成25年度特別会計補正予算

会計区分 補正前の額 補正額 計
災害公営住宅整
備事業特別会計 14億3,946万6千円 ▲1億3,648万9千円 13億297万7千円

国民健康保
険特別会計 68億1,881万7千円 ▲3,916万円 67億7,965万7千円

後 期 高 齢 者
医療特別会計 4億9,661万2千円 543万円 5億204万2千円

介 護 保 険
特 別 会 計 33億166万4千円 7,505万円 33億7,671万4千円

下水道事業
特 別 会 計 77億3,360万8千円 ▲19億466万7千円 58億2,894万1千円

■平成25年度水道事業会計補正予算（第5号）
（収益的収入および支出）

区　分 既決予定額 補正予定額 計
収　入 22億7,955万7千円 ▲1,065万2千円 22億6,890万5千円
支　出 20億6,607万3千円 504万4千円 20億7,111万7千円

（資本的収入および支出）

区　分 既決予定額 補正予定額 計
収　入 5億1,382万9千円 382万3千円 5億1,765万2千円
支　出 8億8,610万8千円 ▲585万6千円 8億8,025万2千円

第
1
回
市
議
会
定
例
会
の
結
果
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宮
城
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
今
年
4
月
～
6

月
に
仙
台
・
宮
城〔
伊
達
な
旅
〕春
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

2
0
1
4
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
に
は「
多
賀
城
跡
あ
や
め
ま
つ
り
」が
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
に
多
賀
城
へ
お
越
し
い

た
だ
く
た
め
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
お
店
も
参
加
す
る「
伊
達
美
味
レ

シ
ー
ト
ラ
リ
ー
」、「
仙
台
・
宮
城
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
多
賀
城
の
観
光
施
設
や
グ
ル
メ
を
楽
し
ん

で
見
ま
せ
ん
か
。

問
／
商
工
観
光
課
観
光
係

内
線
4
7
1
～
4
7
3

◆歴史的風致形成建造物の保全・活用
　本市は、本市独自の歴史・文化資源を活用した街づくりに
向け、平成23年11月に「多賀城市歴史的風致維持向上計画」
を策定し、地域が持つ歴史的風致を維持向上させる取り組み
を進めています。

　計画の中では、重点区域内に残されている江戸時代以来の
農村集落の佇まいを「農村集落に見る歴史的風致」と位置付
け、その特徴を示す板倉などの歴史的に価値の高い建造物を
「歴史的風致形成建造物」として指定し、保全を図ることとし
ています。

板倉の特徴
　多賀城市に分布する板倉は、主に江戸時代
から大正時代にかけて建築されたものであ
り、岩手県南から宮城県北の地域で特徴的に
見ることができ、気仙大工が大きく関わって
いたとされています。
　この地域の板倉の特徴は、柱の間隔を極端
に狭くし、その間に板をはめ込んだ「繁柱（し
げばしら）板倉」と呼ばれるもので、あたかも
柵で囲われているように見えます。
　板倉には彫刻を施し、社寺建築を模倣した
ものが見られ、鍵穴には飾り金物が付けられ
たものなど歴史的に価値の高い建造物が市内
に点在しています。
問／都市計画課都市計画係　内線425

重点区域

旧塩竈街道

野田の玉川

砂押川 貞山運河

歴史的風致維持向上計画の重点区域

景観だより 18  歴史的風致形成建造物（板倉・石倉・土蔵）

そ
う
だ
。

　出
か
け
よ
う
。

そ
う
だ
。

　出
か
け
よ
う
。

そ
う
だ
。

　出
か
け
よ
う
。

そ
う
だ
。

　出
か
け
よ
う
。

重点区域内の板倉

4月中旬～下旬
六月坂役所跡など市内では鮮やかな桜
を見ることができます。
あなたの桜スポットを探してみませんか。

6月下旬～7月上旬
多賀城跡あやめまつり。あやめ園では
様々な種類・色の花ショウブが咲き誇
ります。

4月

6月

5月下旬
観光ボランティアガイドと一緒に市内
を楽しく散策しながら、歴史を学びま
せんか。

5月
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❖
施
行
の
認
可
を
受
け
た
事
業
の
概
要

事
業
名
／
仙
塩
広
域
都
市
計
画
事
業
多

賀
城
駅
北
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発

事
業

施
行
者
／
多
賀
城
駅
北
開
発
株
式
会
社

区
域
面
積
／
約
0
・
8
ヘ
ク
タ
ー
ル

整
備
さ
れ
る
複
合
施
設
／（
構
成
イ

メ
ー
ジ
は
下
図
）

工
事
完
了
予
定
／
Ａ
棟　
平
成
27
年
夏

頃
、
Ｂ
棟　
平
成
28
年
春
頃

事
業
費
／
約
43
億
円

❖
東
北
随
一
の
文
化
交
流
拠
点
づ
く
り

　
本
市
は
、
多
賀
城
駅
周
辺
に
、
多
く

の
人
々
が
つ
ど
い
・
交
流
で
き
る
場
所

と
な
る
よ
う
、
地
域
文
化
の
代
表
施
設

で
あ
る
市
立
図
書
館
を
中
心
に
、
子
育

て
支
援
施
設
や
高
齢
者
福
祉
施
設
も
集

約
し
た
再
開
発
事
業
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
至
る
道
筋
を

含
め
て
一
体
的
な
整
備
を
行
う
な
ど
、

「
東
北
随
一
の
文
化
交
流
拠
点
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

❖
今
後
の
予
定

　
多
賀
城
駅
南
側
の
大
型
商
業
施
設
跡

地
の
一
部
に
整
備
す
る
予
定
の
立
体
駐

車
場
の
敷
地
は
、
再
開
発
事
業
の
区
域

に
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
こ
の

区
域
を
含
め
て
一
体
的
に
整
備
が
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

内
容
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
な
お
、
再
開
発
事
業
は
そ
の
後
、
事

業
を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
を

経
て
、
今
年
秋
頃
の
工
事
着
手
を
目
指

し
ま
す
。

都
市
計
画
の
変
更
案
に
関
す
る
説
明
会

日
時
／
4
月
21
日
㈪
午
後
7
時
か
ら

会
場
／
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

3
階
大
会
議
室

問
／
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

内
線
4
2
5

問
／
市
街
地
整
備
課
多
賀
城
駅
周
辺
整

備
係

内
線
4
8
3
～
4
8
5

　
2
月
27
日
㈭
に
、
下
馬
公
民
館
に
て

実
施
し
た
、
お
ば
ん
で
す
懇
談
会
で
の

内
容
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
参

加
者
26
人
）

◆
大
雪
時
の
除
雪
に
つ
い
て

市
民「
先
日
の
大
雪
で
は
、
除
雪
が
追

い
つ
か
な
い
場
所
が
あ
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
が
歩
く
場
所
な
ど
は
こ
ま
め

に
除
雪
し
て
ほ
し
い
で
す
」

市
長「
市
で
は
、
主
要
な
幹
線
道
路
な

ど
を
除
融
雪
し
、
安
全
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
も
、

通
学
路
や
自
宅
前
な
ど
の
除
雪
を
し
て

い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
」

※
詳
し
く
は
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市

役
所
2
階
）や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
。

た
だ
し
、
開
催
後
、
お
お
む
ね
2
カ
月

後
を
目
安
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
広
報
広
聴

係　
内
線
2
5
5

　
本
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

多
賀
城
駅
を
中
心
と
す
る
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
多
賀
城
駅
北
地
区
の
計
画
が
ま
と
ま
り
、
宮
城
県

か
ら
認
可
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

東
北
随
一
の
文
化
交
流
拠
点
づ
く
り
へ
の
第
一
歩

多
賀
城
駅
北
地
区
の
事
業
計
画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

次回（4月）の
おばんです懇談会

日時／4月24日㈭
午後7時から8時30分
会場／新田公民館
（新田字北安楽寺88-3）
皆さんの参加をお待ちし
ています!

お
ば
ん
で
す
懇
談
会

整備される複合施設（イメージ）

民間開発事業
予定地

歩行空間

ＪＲ仙石線高架

南口駅前広場

ＪＲ仙石線高架
歩行者専用道路

北口駅前広場
歩行者専用道路

＜Ａ棟＞

１階
歯科診療所

１階
老人ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

＜Ｂ棟＞

駅前公園

多賀城駅

１～３階 書店･ｶﾌｪ･ﾚｽﾄﾗﾝ

２階
子育てｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ

１階
駐車施設

２階
子育て支援施設

３，４階
サービス付き
高齢者向け住宅

１～３階
市立図書館

＜駐車場棟＞

多賀城駅北地区第一種市街地再開発事業区域
編入予定区域

歩行空間 ＪＲ高架下南北連絡通路

１～５階
駐車場

屋上 駐車場
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法
律
に
よ
り
、生
後
90
日
を
過
ぎ
た
犬
は
、

市
へ
の
登
録
と
毎
年
4
月
か
ら
6
月
末
ま
で

に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
接
種
し
、
狂
犬
病
予

防
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

料
金
／

犬
の
登
録
手
数
料　
3
0
0
0
円

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
手
数
料

�

5
5
0
円

❖
集
合
注
射
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
次
の
日
程
で
集
合
注
射
を
実
施

し
ま
す
。
犬
の
登
録
・
登
録
事
項
の
変
更
・

死
亡
届
の
手
続
き
も
集
合
注
射
の
会
場
で
受

け
付
け
ま
す
。

❖
委
託
動
物
病
院
で
も
犬
の
登
録
申
請
と
狂

犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付
は
、
受
け
ら
れ

ま
す

　
診
察
料
金
な
ど
は
、
動
物
病
院
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
委
託
動
物
病
院
以
外
で
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
た
場
合
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証

を
渡
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
生
活
環
境
課

に
持
参
し
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

❖
引
っ
越
し
・
死
亡
の
場
合
の
手
続
き

　
転
入
・
転
出
時
に
は
愛
犬
の
変
更
手
続
き

も
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
場
合

　
生
活
環
境
課
の
窓
口
に
前
市
町
村
の
犬
の

鑑
札
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
多
賀
城
市
外
へ
転
出
す
る
場
合

　
転
出
先
の
市
町
村
担
当
窓
口
に
多
賀
城
市

の
犬
の
鑑
札
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
犬
が
死
亡
し
た
場
合

　
生
活
環
境
課
の
窓
口
に
死
亡
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。

❖
犬
の
鑑
札
・
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
は
犬

の
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

　
法
律
に
よ
り
、
犬
の
鑑
札
や
狂
犬
病
予
防

注
射
済
票
は
、
首
輪
な
ど
犬
の
身
に
つ
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
犬
が
迷
子
に
な
っ
た
際
に
は
、
鑑
札
や
注

射
済
票
が
目
印
に
な
り
、
保
護
さ
れ
た
場
合

す
ぐ
に
飼
い
主
に
連
絡
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
／
生
活
環
境
課
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

内
線
2
3
5

■
P
M
2
・
5
と
は

　

大
気
中
に
漂
う
粒
径
2
・
5
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
ト
ル（
1
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
は
、

0
・
0
0
1
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）以
下
の
小
さ

な
粒
子
の
こ
と
で
す
。
P
M
2
・
5
は
粒
径

が
非
常
に
小
さ
い
た
め（
髪
の
毛
の
太
さ
の

30
分
の
1
程
度
）、
肺
の
奥
ま
で
入
り
や
す

く
、肺
が
ん
等
呼
吸
器
系
へ
の
影
響
に
加
え
、

循
環
器
系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
4
月
か
ら
5
月
に
か
け
て
は
、

P
M
2
・
5
の
濃
度
が
上
昇
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
と
の
こ
と
か
ら
、
各
自
治
体
が
発

信
す
る
情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
P
M
2
・
5
が
高
濃
度
に
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合

　
学
校
や
幼
稚
園
等
に
直
接
連
絡
を
す
る
ほ

か
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
注
意
喚
起
情
報
が
出
た
場
合

①
不
要
不
急
の
外
出
は
控
え
る
。

②
屋
外
で
の
長
時
間
の
激
し
い
運
動
は
で
き

る
だ
け
減
ら
す
。

③
屋
内
で
も
、
換
気
や
窓
の
開
閉
を
必
要
最

小
限
に
す
る
。

④
特
に
、
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
疾
患
の
あ

る
方
や
、
小
児
、
高
齢
者
は
体
調
の
変
化
に

注
意
し
て
慎
重
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

問
／
生
活
環
境
課
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

内
線
2
3
4
～
2
3
6

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
を
忘
れ
ず
に

微
小
粒
子
状
物
質

P
M
2
・
5
の

お
知
ら
せ

月　　日 時　　間 会　　場

4月17日㈭
10：00～10：30 西の入公園
11：00～11：30 鶴ケ谷集会所駐車場
13：30～14：30 山王地区公民館駐車場

4月18日㈮
10：00～10：30 八幡2号公園
11：00～11：30 志引公園
13：30～14：30 高橋地区生活センター駐車場

4月19日㈯ 10：00～11：30 市役所前駐車場13：00～14：00

4月21日㈪ 10：00～11：00 浮島5号公園
13：00～14：00 新田4号公園

4月22日㈫ 10：00～11：00 大代地区公民館前
13：00～14：00 笠神会館駐車場

病院名 所在地 電話番号

塩浜犬猫病院 多賀城市留ケ谷3丁目12－6 365－8366

たがじょう動物病院 多賀城市鶴ケ谷3丁目4－5 362－6800

たかひら動物病院 多賀城市高橋5丁目10－1 781－8780

ケイ動物病院 塩竈市玉川2丁目6－19 367－4431

オノデラ動物病院 利府町中央1丁目10－4 767－7566

花園動物病院 利府町花園3丁目23－3 356－7699

村木動物病院 利府町菅谷台3丁目2－5 356－5598
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　購入前に手続きが必要となります。
　申し込みは先着順に受け付け、予算額に達し次第締め切りとな
りますので、希望する方は早めに申請してください。

問／生活環境課環境リサイクル推進係　内線234

　市内の子ども会などが新聞、段ボール、ビールびん、
アルミ缶などの資源物を回収しています。
　資源物を回収することで3R※の必要性を理解し、ごみ
の減量や資源の節約、再利用の促進を図ります。回収日、
回収方法などは各世帯に配布しているごみ収集カレン
ダーや子ども会などの配布するチラシなどを参考にして
ください。
　また、資源回収を実施していない地区の皆さんも、資
源の有効活用のため、多賀城市資源回収連絡協議会に加
盟して、活動してみませんか。
※‌�3Rとは…Reduce（リデュー
ス ）、Reuse（ リ ユ ー ス ）、
Recycle（リサイクル）の頭文
字をとったものです。

　現在、家庭用のインクカートリッジの年間消費量
は国内で約2億個といわれ、回収率は10パーセント
以下で、大半がごみとして処分されています。 
　これらをごみとして捨てるのではなく、回収・再
資源化し、地球環境に貢献しようと、プリンターメー
カー6社と自治体、郵便局の共同プロジェクトとし
て立ち上がったのが、この里帰りプロジェクトです。 
　本市では、4月1日から次の
施設に専用回収箱を設置し、
家庭用インクカートリッジを
回収しますので、ぜひご利用
ください。
●市役所庁舎　●文化センター
●山王地区公民館
●大代地区公民館
●総合体育館　●市立図書館
●市民活動サポートセンター

資源などを再利用することで、ごみの減量や資源
の節約など、地球にやさしい環境づくりにつなが
ります。ぜひ、みんなで取り組みましょう。

消
費
生
活
相
談
窓
口
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
市
民
相
談
室
で
は
、
物
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
購
入
に
伴
う
契
約
問
題
、
悪
質
商

法
、
製
品
安
全
な
ど
、
個
人
の
消
費
生

活
に
関
わ
る
相
談
先
と
し
て
、
消
費
生

活
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
専

門
の
相
談
員
が
内
容
を
伺
い
、
問
題
解

決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
注
文
し
た
覚
え
の
な
い
も

の
が
届
い
た
り
、
身
に
覚
え
の
な
い
請

求
を
さ
れ
る
な
ど
、
不
安
な
こ
と
が
あ

れ
ば
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
い
た

し
ま
す
。
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

　
相
談
の
際
は
、
契
約
内
容
の
分
か
る

書
類
や
状
況
の
分
か
る
写
真
な
ど
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
本
市
で
は
、
今
後
も
市
民
の
皆

さ
ん
が
消
費
生
活
に
関
わ
る
ト
ラ
ブ
ル

に
遭
わ
な
い
よ
う
、
相
談
対
応
や
啓
発

な
ど
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

地
域
の
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
、

消
費
生
活
に
関
す
る
出
前
講
座
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
市
民
相
談
室
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付
時
間
／
月
曜
〜
金
曜
日（
祝

日
を
除
く
）午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時問
／
市
民
相
談
室（
生
活
環
境
課
内
）

内
線
2
3
7
～
2
3
9

市内登録販売店 所在地

アーバ・おおいずみ 下馬3丁目2-14

㈱共和電業多賀城営業所 大代1丁目9-16

㈱コジマNEW多賀城店 町前2丁目7-31

ホーマック㈱城南店 城南2丁目14-34

ホーマック㈱多賀城東店 笠神5丁目5-25

区分 助成金額
（購入価格の2分の1）

電気式生ごみ処理機 25,000円（限度額）

生ごみ処理容器   3,000円（限度額）

再利用

1

地球にやさしく
資源を再利用しよう

生ごみ処理容器等の購入費助成

再利用

2
再利用

3集団資源回収にご協力ください インクカートリッジ
里帰りプロジェクト

①申請

申請者
市役所2階
生活環境課

助成手続きの流れ

市内登録業者
②補助対象者証明書
（申請から約1週間で郵送）

③証明書を持参
（助成金差引額で購入）
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※�

給
付
を
よ
そ
お
っ
た「
振
り
込
め
詐

欺
」や「
個
人
情
報
の
詐
欺
」に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
／

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

社
会
福
祉
課
総
務
企
画
係

内
線
1
6
3

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

こ
ど
も
福
祉
課
児
童
福
祉
係

内
線
1
8
1

　

4
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
上
げ
に

伴
い
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と

し
て「
臨
時
福
祉
給
付
金
」お
よ
び「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」を
一
回

限
り
支
給
し
ま
す
。

　

給
付
金
の
基
準
日
・
対
象
要
件
な

ど
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

具
体
的
な
支
給
方
法
な
ど
が
決
ま

り
ま
し
た
ら
、
改
め
て
広
報
誌
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

給付金の基準日および対象要件等
臨時福祉給付金 子育て世帯臨時特例給付金

基 準 日 平成26年1月1日

対 象 と
な る 方

●�基準日において市の住民基本
台帳に登録（住民登録）されて
いる方

●�基準日において市の住民基本
台帳に登録（住民登録）されて
おり、かつ、平成26年1月
分の児童手当（特例給付を含
む。）の受給者等

税、所得
の 要 件

●�平成26年度市民税（均等割）
が課税されていない方

※�平成26年度市民税（均等割）
が課税されている方の扶養親
族等は除く

●�平成25年の所得が児童手当
の所得制限額に満たない方

対象とな
らない方

●�生活保護制度内で対応される
被保護者等（生活保護を受給
されている方）

●臨時福祉給付金の対象者
●�生活保護制度内で対応される
被保護者等（生活保護を受給
されている方）

給 付 額

●�支給対象者1人につき
　10,000円
●�支給対象者のうち次のいずれ
かに該当する方は、5,000円
加算

・�老齢基礎年金、障害基礎年金、
遺族基礎年金受給者等

・�児童扶養手当、障害児福祉手
当受給者等

●�対象児童1人につき10,000
円

総合相談 �
高齢者の方の健康や、介護に対す
る相談に応じます。
・最近、家の中でよく転ぶ
・家に閉じこもりがちになった
・物忘れについての不安
・退院した後の生活が心配
・�介護保険の申請や、サービスを
利用したい場合　など

各地域包括支援センターと担当地域 �
本市では3つの地域ごとに支援していますので、お住まいの地域を担当する地域包括支援センターにお気軽にご
相談ください。
受付時間／午前8時30分～午後5時15分（緊急の場合は24時間対応します）

介護予防 �
介護が必要になる前の健康を維持
し、地域で生活を続けていくため
の支援をします。
・�介護予防教室（運動・機能向上
など）

・健康相談　など

権利擁護 �
高齢者の権利を守ります。
・�悪質な訪問販売に困っている
・�ひとり暮らしで、将来の財産管理に自
信がない
・虐待について見聞きした
・�成年後見制度について知りたい　など

名　　称 住　　所 担当地域（行政区）

中央地域
包括支援センター

中央2丁目1-1
（多賀城市社会福祉協議会1階）
　　　　☎368-6350

高崎、東田中、志引、東田中南、新田中、旭ケ岡、留ケ谷、伝上山、
隅田、向山、東能ケ田、西能ケ田、八幡上一、八幡上二、八幡下一、
八幡下二、八幡沖

東部地域
包括支援センター

下馬5丁目4-26
（下馬郵便局斜め向い）
　　　　☎363-4055

鶴ケ谷、丸山、黒石崎、下馬東、下馬西、下馬南、下馬北、笠神東、
笠神西、大代東、大代中、大代西、大代南、大代北、桜木東、桜木中、
桜木南、桜木北

西部地域
包括支援センター

高橋4丁目24-1
（特別養護老人ホーム多賀城苑内）
　　　　☎309-3950

新田一区、新田二区、新田三区、高橋東一区、高橋東二区、高橋南、
高橋北、山王、南宮、市川、浮島、城南

地域包括支援センターのご案内
　地域包括支援センターでは、保健師（看護師）、社会福祉士、主任ケアマネジャー
の専門職員が、病院や介護サービス事業所などの関係機関と協力し、高齢者の皆
さんが住み慣れた地域で過ごせるようさまざまな悩みや相談に応じています。
　また、ひとり暮らしの高齢者や、高齢者のみの世帯を対象に訪問し、生活状況
の確認も行っています。

臨
時
福
祉
給
付
金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
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震
災
に
よ
り
被
災
し
た
桜
木
保
育
所

を
再
建
す
る
に
あ
た
り
、
保
育
所
に
設

置
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
製
作
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ（
全
2
回
）を
開
催
し
ま
す
。

昭
和
49
年
の
開
所
か
ら
桜
木
保
育
所
を

卒
園
し
た
方
ま
た
は
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
募
集
し
ま
す
。

製
作
内
容
／
新
し
い
桜
木
保
育
所
の
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
壁
面
に
タ
イ
ル
ア
ー
ト
を

施
し
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
方
は
、
お
一

人
一
枚
ず
つ
タ
イ
ル
に
絵
を
描
き
ま

す
。
最
後
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
つ
な
ぎ

合
わ
せ
て
縦
3
メ
ー
ト
ル
、
横
2
・
5

メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
一
枚
の
壁
面
ア
ー

ト
を
完
成
さ
せ
ま
す
。 

日
時
／
第
1
回「
タ
イ
ル
に
絵
を
描
い

て
み
よ
う
！
」5
月
24
日
㈯
午
前
10
時

～
11
時
30
分

第
2
回「
み
ん
な
の
絵
を
ひ
と
つ
に
し

よ
う
！
」7
月
26
日
㈯
午
前
10
時
～
11

時
30
分

※
両
日
の
参
加
が
難
し
い
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

会
場
／
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

3
階
大
会
議
室

申
込
／
指
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
こ
ど
も
福
祉
課
保
育
係
へ
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
書
配
布
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
案

内
と
申
込
書
は
、
こ
ど
も
福
祉
課
の
窓

口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
／
タ
イ
ル
の
個
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
申
込
者
が
個
数
に
達

し
次
第
、
募
集
を
締
め
切
り
ま
す
。
参

加
希
望
の
方
は
早
め
に
お
申
込
く
だ
さ

い
。

問
／
こ
ど
も
福
祉
課
保
育
係

内
線
1
8
3
、
1
8
4

シルバーヘルスプラザ
　医師や看護師による健康相談やカラオケ、囲碁、
将棋などの会場としても利用できます。
利用時間／午前9時30分～午後5時　（入浴は午
前10時～午後3時30分）
対象／市内に住所を有する60歳以上の方
利用料／無料
設備／浴室、ヘルストロン、マッサージ椅子、エ
アロバイクなど
休館日／日曜日、祝日、年末年始
●ボランティアによる歌や踊りの催し●
民謡（桃也会）：毎月第1水曜日　午後1時から（1
月と8月は休み）
カラオケ（さざんかカラオケ）：毎月第2木曜日　
午後1時から（1月と8月は休み）
舞踊（暁流）：4月と10月の第3木曜日　午後1時
から
※詳しくはお問い合わせください
問／シルバーヘルスプラザ　☎365-2851 屋内ゲートボール場

　市内在住の方なら、子どもから大人まで
誰でも利用できます。ゲートボール競技以
外にも、軽運動やレクリエーションの場と
しても利用できます。
利用時間／午前9時～午後5時
対象／市内に住所を有する方
利用料／1時間につき200円
（照明設備利用料別途加算）
休館日／年末年始
問／シルバーヘルスプラザ　☎365-2851

シルバーワークプラザ
　高齢者の社会的活動を支援するため、就
労相談、技能講習会および各種教室を開催
しています。
利用時間／午前8時30分～午後5時15分
対象／市内に住所を有する60歳以上の方
利用料／無料（実費負担あり）
技能講習会／ふすま・障子張り、植木剪定
（せんてい）、網戸張りなど
各種教室／パソコン、習字（毛筆・ペン）、
日曜大工、手工芸など
休館日／日曜、祝日、年末年始
問／シルバーワークプラザ
☎368-2350

老人憩の家
　健康増進やレクリエーション活動の場として利
用いただけます。
利用時間／午前8時30分～午後5時
対象／市内に住所を有する60歳以上の方
利用料／60歳以上無料
休館日／土曜・日曜日、祝日、年末年始
問／介護福祉課高齢支援係　内線664～666

高齢者の生きがい活動の場となる施設を
ご利用ください

桜
木
保
育
所
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

製
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

みんなの
思いを
ひとつの
絵に！

１５㎝ 

１５㎝ 
タイルの
大きさ

モニュメントの
大きさ
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　歳入は、保険税が約22パーセントとなっており、財源としては国からの支出金に次ぐ割合となっています。
　保険税は、国民健康保険の加入者の皆さんの医療費を支える貴重な財源ですので、保険税の納期内納入をお願
いします。

平成26年度　歳入予算状況　65億8,500万円

平成26年度　歳出予算状況　65億8,500万円

　歳出は、国民健康保険に加入されている皆さんの医療費を支払うための経費である保険給付費が、全体の約7
割（68パーセント）を占めています。
　近年の医療技術の進歩や高齢者の増加により、保険給付費は、年々増加しています。
　後期高齢者支援金は、国民健康保険から、後期高齢者の医療に充てるための経費で、介護納付金は、40歳から
65歳未満の方（第2号被保険者）の介護保険分を納付するものです。

に
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る

の
で
、
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
修
学
・
卒
業
に
伴
う
手
続
き

　

現
在
、
本
市
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
て
、
修
学
の
た
め
に
家

族
と
離
れ
他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る

方
は
、
特
例
に
よ
り
、
引
き
続
き
本

市
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を

使
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
在
学
証
明

書
・
保
険
証
・
印
か
ん
を
お

持
ち
の
上
、
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
学
生
の
方
で

特
例
に
よ
り
本
市
の
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持

ち
の
方
は
更
新
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

　

新
年
度
の
在
学
証
明
書
・

保
険
証
・
印
か
ん
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
卒
業
・
中
途
退

学
な
ど
に
よ
り
学
生
で
な
く

な
っ
た
場
合
は
卒
業
証
明
書

や
退
学
証
明
書
な
ど
、
学
生

で
な
く
な
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
・
保
険
証
・
印
か

ん
を
お
持
ち
の
上
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。
他
の
健
康

保
険
に
加
入
し
、
国
民
健
康

保
険
を
脱
退
す
る
場
合
に
は

新
し
い
保
険
証
・
印
か
ん
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
資
格
手
続
き

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と

き
や
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き
は
、

14
日
以
内
に
国
民
健
康
保
険
の
資
格

喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。
新
し
い

健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
か
ら
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
使
え

な
く
な
り
ま
す
。
資
格
喪
失
の
手
続

き
を
し
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険
税

が
課
税
さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
、
二
重

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
問
／
国
保
年
金
課
国
保
年
金
係

内
線
1
2
4
～
1
2
7

シリーズ

国保を知ろう①
今月号では、平成26年度国民健康保険特別
会計の予算状況についてお知らせします。

保険税が歳入の大きな財源

歳出の約7割が保険給付費

【国民健康保険の手続き】
加入するとき 必要なもの
離職したとき 離職票等（退職日がわかるもの）、認め印、年金証書（※）
転入したとき 認め印
扶養からはずれたとき 扶養からはずれた日付がわかるもの、認め印、年金証書（※）
お子さんが生まれたとき 認め印
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止（停止）決定通知書、認め印
やめるとき 必要なもの
職場の健康保険に加入したとき 職場の健康保険証、国民健康保険の保険証、認め印
転出したとき 国民健康保険の保険証、認め印
扶養にはいったとき 扶養にはいった日付がわかるもの、国民健康保険の保険証、認め印
変更があったとき 必要なもの
住所が変わったとき 住所が変わったことがわかるもの、国民健康保険の保険証、認め印
修学のため別に住所を定めるとき 在学証明書、国民健康保険の保険証、認め印
世帯主が変わったとき 国民健康保険の保険証、認め印
氏名が変わったとき 氏名が変わったことがわかるもの、国民健康保険の保険証、認め印
※�65歳未満の方で厚生年金や共済組合等に20年以上加入し（40歳以降加入の場合は10年）、年
金を受けている方またはその扶養に入っていた方は必要です。

保 険 税 14億7,799万1千円
国 庫 支 出 金 14億4,122万7千円
療 養 給 付 費 交 付 金 3億8,237万7千円
前 期 高 齢 者 交 付 金 14億7,595万8千円
県 支 出 金 3億3,244万2千円
そ の 他 14億7,500万5千円

その他 22.4%

県支出金 5.0%

前期高齢者交付金
22.4% 療養給付費交付金

5.8%

国庫支出金
21.9%

保険税
22.4%

総 務 費 7,812万5千円
保 険 給 付 費 44億9,750万6千円
後 期 高 齢 者 支 援 金 8億2,769万6千円
介 護 納 付 金 3億3,816万4千円
保 健 事 業 費 7,499万3千円
そ の 他 7億6,851万6千円

その他 11.7%
保健事業費 1.1%

介護納付金
5.1%

後期高齢者支援金
12.6%

保険給付費
68.3%

総務費
1.2%

多賀城P14-15ｱﾗｶﾙﾄ-三[14-15].indd   14 2014/03/19   18:02:29

2014年❖平成26年
広報多賀城 4月号

2014年❖平成26年
広報多賀城 4月号15

～早寝・早起き・朝ごはん～

●
麻
し
ん（
は
し
か
）

　
麻
し
ん（
は
し
か
）は
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ

て
起
こ
る
病
気
で
、
毎
年
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て

流
行
が
見
ら
れ
ま
す
。
空
気
感
染
、
飛
沫
感
染
、

接
触
感
染
に
よ
り
人
か
ら
人
に
う
つ
り
、
そ
の
感

染
力
は
強
く
、
免
疫
を
持
た
な
い
人
が
感
染
す
る

と
、
ほ
ぼ
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
発
症
し
肺
炎
や

脳
炎
な
ど
の
重
い
合
併
症
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
平
成
26
年
2
月
時
点
で
昨
年
同
時
期
を
上
回
る

患
者
数
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
流
行
が
拡
大
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
風
し
ん

　
風
し
ん
は
、
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
起
こ

る
病
気
で
す
。
潜
伏
期
間
は
2
～
3
週
間
で
軽
い

か
ぜ
症
状
で
は
じ
ま
り
、
発
疹
、
発
熱
、
後
頸
部

リ
ン
パ
節
腫
脹
な
ど
が
主
症
状
で
す
。
妊
娠
早
期

に
か
か
る
と
先
天
性
風
疹
症
候
群
と
呼
ば
れ
る
病

気
に
よ
り
心
臓
病
な
ど
の
障
害
を
持
っ
て
生
ま
れ

る
可
能
性
が
高
く
な
る
た
め
、
社
会
全
体
で
の
予

防
が
必
要
で
す
。

●
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

1
回
の
接
種
で
免
疫
が
着
か
な
い
場
合
が
数

パ
ー
セ
ン
ト
あ
る
こ
と
や
、
一
度
獲
得
し
た
免
疫

が
持
続
し
な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
予
防
接
種
の

効
果
を
確
実
に
す
る
た
め
に
2
回
の
接
種
が
必
要

で
す
。
対
象
の
お
子
さ
ん
は
忘
れ
ず
に
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者
／

【
第
1
期
】1
歳
児（
生
後
12
カ
月
～
生
後
24
カ
月

未
満
）

【
第
2
期
】年
長
児（
平
成
20
年
4
月
2
日
～
平
成

21
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

接
種
期
限
／
2
期
対
象
者
は
平
成
27
年
3
月
末
ま
で

接
種
方
法
／
予
診
票
と
母
子
健
康
手
帳
を
持
参

し
、
個
別
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
）で
接
種

接
種
費
用
／
無
料

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
任
意
接
種（
自
費
）と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
定
期
予
防
接
種
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
定
期
予
防
接
種
を
受
け
る
と
き
に
は
こ
れ
ま
で

「
予
診
票
」と「
個
人
票
」が
必
要
で
し
た
が
、
平
成

26
年
4
月
か
ら「
予
診
票
」の
み
で
接
種
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

　
転
入
さ
れ
て
き
た
方
は
本
市
の「
予
診
票
」を
渡

し
ま
す
の
で
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
の
上
、
健

康
課
で
交
付
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
／
健
康
課
親
子
保
健
係

内
線
1
3
5
、
1
3
6

問／健康課成人保健係　内線132

早起きをし、太陽の光を浴びましょう
　太陽の光を浴びることで、脳の目覚めを促すホルモンであるセロトニ
ンの分泌が活発になり、体内のリズムが整えられます。
　また食欲は、起きてから30分～1時間後に出てきますので、遅くても
朝ごはんを食べる30分前には起床しましょう。

朝ごはんをしっかり食べよう
　1日のスタートは朝食からと言っても過言ではありません。朝食は1日3回
の食事の中でも特に大切であり、さまざまな役割を持っています。
《朝食の大切な働き》
①脳が目覚める…脳の唯一のエネルギー源のブドウ糖が、脳を目覚めさせます。
②体温を上げる…眠っているからだを温めて、活動的にします。
③便秘を予防する…腸が刺激を受けて、規則正しい排便習慣が身につきます。

夜9時までには寝ましょう
　夜10時～2時は睡眠のゴールデンタイムといわれ、成長ホルモンの分泌
が活性化されます。夜9時までには布団に入り、熟睡していることが大切
です。早寝の習慣を身に付け、成長ホルモンの分泌を促しましょう。

予防接種を受けましょう

春風のさわやかな季節を迎えました。いよいよ新学期のスタートです♪
早寝・早起き・朝ごはんを心がけ、心も体も元気で新学期を迎えましょう。
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地域の話題♪

まちかどニュースまちかどニュース
掲載した写真は、ご本人にのみ差し上げます。
また、地域の楽しい話題をお知らせください。
問／地域コミュニティ課広報広聴係　内線254、255

� 多賀城 太郎くん（中央、1歳）
「元気に育ってね」パパ＆ママより

　自慢のお子さん、お孫さん（未就学児）の写真
を募集しています。詳しくは地域コミュニティ
課広報広聴係へお問い合わせください。

募
集
中
！

　昭和38年に市民の登山愛好者が集まり発足し
た多賀城山岳会が創立50周年を迎え、記念祝賀
会が開催されました。また、50周年の活動記録
をまとめた記念誌も発行されました。

今日は、楽しいひなまつり！
　2月26日、鶴ケ谷児童館で親子29組が参加し、
ひなまつり会が行われました。子どもたちは、吊る
し雛をつくりました。また、ミニお茶会ではみんな
でひなあられを食べました。
　ひなまつりにちなんだパネルシアターを楽しみ、
最後はお内裏様とお雛様に仮装して記念写真をパチ
リ。笑顔いっぱいの楽しいひなまつり会でした。

食べて踊ってウクライナを満喫！
　2月22日に中央公民館で、「ウクライナパーティ料理
を作ろう！」が開催されました。第一部では、ウクライ
ナ出身のエレオノーラ先生（のんちゃん先生）が紹介する
料理をみんなで一生懸命作りました。第二部では、その
料理を持ち寄り、ワインやジュースを片手に、ダンスや
講話を楽しみました。
　さまざまなハーブの使い方や、野菜のかわいらしい
カッティング方法を学びながら、ウクライナ料理と文化
を、みんなで楽しく体験しました。

わ
が
家
の
ち
び
っ
子
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逆境を乗り越える力
　3月5日、多賀城工場地帯連絡協議会主催で、元プロ
野球選手の山﨑武司氏による「野球人生を振り返って～
逆境を乗り越える方法～」と題した講演会が開催されま
した。
　市内の企業などに勤める方260人が出席し、昨年現
役を引退した山﨑さんのお話に終始耳を傾けていまし
た。講演の中で、山﨑さんは25年間の現役生活を振り
返り、たくさんの人に助けられて逆境を乗り越え、長年
に渡り野球を続けることができたと語ってくださいまし
た。

集い・学び・結び合い！公民館まつり
　3月8、9日に大代地区公民館で、「集い・学び・
結び合い」を合い言葉に、大代公民館まつりが開催
されました。当日は15の団体が参加し、ダンスや
演奏、カラオケや体験教室などを行い、日ごろの成
果を発表しました。ステージ発表では、社交ダンス
などの迫力のある演技に大きな拍手が贈られまし
た。また、作品紹介コーナーでは切り紙などの美し
い作品の数々に、訪れた皆さんが息を呑んで眺めて
いました。

卒
業
お
め
で
と
う

　
3
月
8
日
、
18
日
市
内
の
小
・
中
学
校
で
卒
業
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

�

（
写
真
は
多
賀
城
八
幡
小
学
校
と
東
豊
中
学
校
の
卒
業
式
）
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お
知
ら
せ

タイトル 日時／会場 内容／対象 費用／問い合わせ
絵手紙・はがき絵
すずらんの会

（金曜日コース）4月4日、18日
（土曜日コース）4月12日、26日
いずれも午前9時30分～正午
／山王地区公民館

春の絵手紙を楽しんでみませんか。
丁寧に教えます。
随時、体験募集（要申込）道具は貸出
しますので、手ぶらでどうぞ。

体験料　2回セット1,000円

浅野☎363-4887
（午前9時～正午・午後6時～8時）

女性のためのヨガ練習会 4月9日㈬午前9時30分～10時
10分
／文化センター

体の固い人でもラクラクできる、初
心者向きのヨガクラスです。（定員
30人）

無料
ヨガ同好会ラン
鈴木☎368-7078

囲碁大会 月例囲碁大会4月13日
級位者囲碁大会4月19日
いずれも9時50分から
／多賀城囲碁センター

上位者は表彰します。 1,500円（食事付き）
日本棋院多賀城支部
☎368-7925
http://gon.ath.wjg.jp/tigo/

多賀城「支え合いの会」 4月17日㈭午前10時～正午
／市民活動サポートセンター

「笑いヨガ」で明るく元気になりま
しょう。（講師:筑波裕子氏）
／どなたでも参加できます。

無料

向坂☎367-4071

ファームファンズデー 4 月 18 日㈮～20 日㈰午後 1 時
30分試合開始
／楽天イーグルス利府球場（利府
町青山）

ファームファンズデーとして北海道
日本ハムファイターズ戦に球場近隣
地域の皆さんを招待します。
／当日午前10時30分からチケット
売り場にて、住所や学区が確認でき
るものの提示で招待券を配布します。

楽天野球団地域振興グループ
☎050-5817-8119

人間関係UPコミュニケー
ション①

4 月 18 日㈮午前 10 時～正午、
午後7時～9時（2回）
／市民活動サポートセンター

全3回、自分分析法
／学ぶ意欲、姿勢のある方、子育て
中の方、聴くことの大切さを知りた
い方など

1,000円
ハートフルハピネス
木ノ下☎070-5321-4252
メールheartful0120@willcom.com

仙台駐屯地「桜まつり」 4 月 19 日㈯午前 10 時～午後 3
時
／仙台駐屯地

子ども広場、ミニ制服の試着コー
ナー、小動物ふれあいコーナー、模
擬売店、すずめ太鼓など
※車での来場はできませんので、公
共交通機関をご利用ください。

無料

陸上自衛隊仙台駐屯地広報班
☎231-1111内線3861

子育てホッとサロン
～ベビーマッサージ～

4月24日㈭午前10時～正午
／市民活動サポートセンター

わらべ歌を歌いながらベビーマッ
サージ。マッサージの後は茶話会を
楽しみます。子育ての悩み語り合っ
てホッとしませんか?
／2歳くらいまでのお子さんとママ

（お兄ちゃん、お姉ちゃんも大歓迎）

2,000円（お茶、お菓子付き）
加藤☎080-1849-6253
メール
tenshinokyuusoku@gmail.com

法人会女性部会公開講演会
「日本のエネルギー・電力事
情」

4月24日㈭午後3時～4時
／ホテルキャッスルプラザ多賀
城

講師：東北電力塩釜営業所
　　　所長 若生直樹氏
／男女問わずご参加ください

無料
（公社）塩釜法人会
☎365-8859

プリザーブドで作る母の日
アレンジ教室

4月26日㈯午前10時～正午
／文化センター

今話題のプリザーブドフラワーで日
頃お世話になった方へプレゼント!
ご希望の方には郵送もできます。／
どなたでも（要申込）

参加費2,800円（材料費込）

佐藤☎090-4314-5083

陸上自衛隊多賀城駐屯地
創立60周年記念行事

4月27日㈰午前9時～午後3時
／多賀城駐屯地

記念式典、各種訓練展示、装備品等
展示、戦車などの試乗（受付で配布
する整理券が必要）、ふれあいコン
サート、バザー、子ども広場ほか

無料
陸上自衛隊多賀城駐屯地司令職務
室
☎365-2121内線204

第42回宮城県おかあさん合
唱祭

6 月 22 日㈰午前 10 時～午後 6
時
／文化センター

宮城県内のおかあさん合唱団の発表 無料
宮城県おかあさん合唱連盟
佐藤☎285-7691

会
員
募
集

タイトル 日時／会場 内容／対象 費用／問い合わせ
山王ヨガサークル ビギナークラス

毎週水曜日午前10時～11時
／山王地区公民館

初めての方、少し体を動かしたい方
向け。初心者向けのヨガ、ストレッ
チ、修正法など／どなたでも １回参加ごとに500円

山王ヨガサークルプラスアルファ
クラスのみ1回参加ごとに1,000
円

プラスアルファクラス
毎週水曜日午前10時～11時45
分
／山王地区公民館

しっかり体を動かしたい方向け。連
続ポーズ、呼吸法など
／どなたでも

ゆるり～んヨガサークル 月2回木曜日午前10時～10時
45分
／文化センター

リフレッシュを目的とした初心者向
けのヨガ（子連れ可）
／育児中の女性

ＮＰＯ法人日本ヨガ連盟
http://www.npo-yoga.com/ 阿
部☎090-8786-9059
メールbundar@live.jp

月2回木曜日午前11時～11時
30分
／文化センター

親子で楽しむヨガ
／ベビークラスは1歳まで、キッズ
クラブは未就園児まで

及川二郎陶芸教室 毎月最終土曜日午後1時～3時
／山王地区公民館

作陶／どなたでも 月2,200円
及川☎070-5320-9888

キッズチアダンスサークル
「WINGS☆チア」

第1～3水曜日午後4時～5時
／みやぎ生協多賀城店

チアダンスを楽しみ、人と町に笑顔
と元気を届けよう。
／幼稚園年長児から小学生

月会費3,000円

三浦☎090-6789-7394

新婦人親子リズムりんご 毎週木曜日午前10時30分から
／高橋地区生活センター

スキンシップを大切に親子でリズム
体操します。
／生後6カ月から入園前までの親子

月1,200円

高橋☎762-8063

川柳 多賀城 第4火曜日午後1時～5時
／市民活動サポートセンター

年齢は問わずどなたでも参加できま
す。

月500円
吾妻☎362-1995

●原稿は掲載希望の前月5日まで地域コミュニティ課広報
広聴係（FAX 368-2369）へ。記事の量が多い月は翌月以
降に繰り越す場合があります。
●市民による市内での活動を優先して掲載しますので、そ
れ以外の情報は掲載できない場合があります。営利事業な
どは掲載いたしません。また、市のホームページにも転載
されます。
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友好都市の「旬」の話題をお届けします

友好都市の「旬」の話題をお届けします

　「古都奈良の文化財」として世界遺産に登録されて
いる平城宮跡で、天平衣装をまとった行列や衛士隊
の再現、鷹狩りなどの古代行事などが見学でき、ま
た、奈良のうまいもんが食べられる東市・西市もあ
ります。かつての都に思いをはせながらお楽しみく
ださい。
日時／5月3日㈯～5日㈪午前10時～午後4時30分
会場／平城宮跡
主な催し／
①平城京天平行列
・平城遷都の詔
②鷹狩り
③東市・西市
④衛士隊の再現
⑤よみがえる古都の宴
問／平城京天平祭実行委員会事務局
☎0742-25-0707

❖平城京天平祭
ようこそ、春の奈良・平城京へ

友好都市だより　奈良県奈良市

者多賀
ら

た

か

も の

わがまちの

　3月11日に100歳のお
誕生日を迎えられた阿部ち
どりさん（笠神）をご紹介し
ます。
　柏幼稚園の教諭となり、
地域の皆さんから「阿部先
生」と慕われ、また、その
後は公共料金や市税の集
金業務にも力を注ぐなど、人と触れ合うことが大
好きなちどりさん。
　食べ物の好き嫌いはありませんでしたが、特に
甘いものが好物だそうです。
　以前は、武道家として剣道に打ち込み、多くの
学生を指導したことが思い出です。
　これからも、ますますのご長寿をお祈りします。

　
本
市
で
は
、
東
北
学
院
大
学
と
連
携

し
、
計
8
回
の
連
続
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

　
講
座
を
継
続
し
て
受
講
さ
れ
た
方
に

は
、
修
了
証
を
授
与
し
ま
す
。

メ
ー
ン
テ
ー
マ
／

「
豊
か
な
生
活
を
築
く
た
め
の
方
策
」

日
時
／
5
月
21
日
～
7
月
9
日
の
毎
週

水
曜
日
午
後
6
時
～
7
時
30
分

会
場
／
東
北
学
院
大
学
多
賀
城
キ
ャ
ン

パ
ス
1
号
館
3
階
第
2
会
議
室

対
象
／
高
校
生
以
上
で
継
続
し
て
参
加

で
き
意
欲
の
あ
る
方

定
員
／
50
人（
先
着
順
）

費
用
／
無
料

申
込
・
問
／
4
月
21
日
㈪
～
5
月
12
日

㈪
ま
で
に
往
復
は
が
き
に「
地
域
市
民

の
た
め
の
大
学
公
開
講
座
受
講
希
望
」

と
明
記
し
、
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏

名
・
ふ
り
が
な
④
年
齢
⑤
職
業
⑥
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
東
北
学
院
大
学
多

賀
城
キ
ャ
ン
パ
ス
庶
務
係（
〒
9
8
5

―
8
5
3
7
　
多
賀
城
市
中
央
1
丁
目

13
番
1
号
）へ
郵
送

☎
3
6
8
・
1
1
1
6

フ
ァ
ク
ス 

3
6
8
・
7
0
7
0

ご
厚
意
に
感
謝（
敬
称
略
）

［
市
へ
］

○
教
育
費
寄
付
金

・
奈
良
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

�
（
奈
良
県
奈
良
市
）

［
社
会
福
祉
協
議
会
へ
］

・
七
十
七
愛
の
募
金
会　

代
表
中
島
芳
樹

［
東
日
本
大
震
災
関
連
］（
2
月
分
）

○
義
援
金

お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
自
治
会
会
長
松
岡
、

カ
ミ
ム
ラ
ミ
カ
、
キ
マ
ヤ
ナ
エ
、
マ
ツ

ダ
ヨ
ウ
コ

○
寄
付
金

オ
ー
エ
ム
通
商
㈱
、
カ
ミ
ム
ラ
ミ
カ
、

ス
ズ
キ
ワ
カ
コ
、
’13
東
北
学
院
大
学
工

学
部
祭
実
行
委
員
会
、
多
賀
城
市
文
化

セ
ン
タ
ー
第
2
回
サ
ー
ク
ル
フ
ェ
ア
出

店
者
一
同

＊
物
資
の
提
供
・
人
的
支
援
を
い
た
だ

い
た
個
人
の
方
は
掲
載
を
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

～
東
北
学
院
大
学
と
の
連
携
事
業
～

地
域
市
民
の
た
め
の
大
学
公
開
講
座

回 開催日 内　容（テーマ） 講　師

1 5月21日㈬
Google Earth APIを用
いた航空機随伴渦運動の
3D表現およびその背景

工学部 機械知能工学科
准教授  長島　慎二 氏

2 5月28日㈬ 人間の生活を支える生命
活動を科学的にとらえる

工学部 環境建設工学科
教授  遠藤　銀朗 氏

3 6月4日㈬ 「非正規労働者の現状と
課題 」

法学部　法律学科
教授　髙木　龍一郎氏

4 6月11日㈬
音声的変異と普遍文法：
どうして存在する訛りと
存在しない訛りがあるの
か

文学部　英文学科
教授　那須川　訓也氏　

5 6月18日㈬
豊かな医療とはどのよう
なものか
－生命倫理の観点から－

教養学部　言語文化学科
教授　小林　睦氏　　

6 6月25日㈬ 人間中心の情報システム 工学部　電気情報工学科
教授　岩谷　幸雄氏

7 7月2日㈬ 格差と貧困を＜作る＞日
本財政

経済学部　共生社会経済学科
准教授　佐藤　滋氏

8 7月9日㈬
投資はコワくない
～分散投資と長期投資に
よる個人資産運用 

経営学部　経営学科
教授　松村　尚彦氏

※5月21日㈬…開講式、7月9日㈬…閉講式・修了証授与

▲市花「あやめ」
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歯
つ
ら
つ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

ン
ク
ー
ル

対
象
／
平
成
25
年
度
に
本
市
3
歳
児
歯

科
健
診
を
受
診
し
た
幼
児
と
そ
の
父
母

お
よ
び
兄
姉（
親
と
子
の
部
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
部
）

選
考
基
準
／
日
常
生
活
の
中
で
、
よ
い

食
習
慣
、生
活
習
慣
の
確
立
を
通
じ
て
、

心
身
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
親
子
で
、
歯
、
口
腔
が
正
常
で
疾
病

が
な
く
健
康
で
あ
る
な
ど

申
込
・
問
／
4
月
1
日
㈫
～
11
日
㈮
、

健
康
課
親
子
保
健
係（
内
線
1
3
6
）

へ
直
接

七
ケ
浜
町
公
園
墓
地「
蓮
沼

苑
」利
用
者

　
次
の
①
～
③
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

を
対
象
に
、随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
／
①
本
市
に
1
年
以
上
継
続
し
て

住
所
を
有
し
て
い
る
方
②
埋
葬
予
定
の

遺
骨
の
あ
る
方
③
申
請
者
の
世
帯
全
員

が
墓
地
を
持
っ
て
い
な
い
方

所
在
地
／
七
ケ
浜
町
代
ケ
崎
浜
字
蓮
沼

1
番
地

区
画
面
積
／
1
区
画
3
・
3
平
方
メ
ー

ト
ル（
間
口
1
・
65
メ
ー
ト
ル
、
奥
行

き
2
メ
ー
ト
ル
）

使
用
料
な
ど
／
65
万
円（
永
代
使
用
料

55
万
円
、
永
代
管
理
料
10
万
円
）

必
要
書
類
等
／
①
住
民
票（
本
籍
記
載

の
世
帯
全
員
分
で
、
発
行
か
ら
2
週
間

以
内
）②
埋
葬
許
可
証
の
写
し
③
印
鑑

問
／
生
活
環
境
課
総
務
企
画
係

内
線
2
3
2
、
2
3
3

【
急
募
】保
育
士

�

（
非
常
勤
職
員
）

　
市
内
の
各
公
立
保
育
所
で
乳
幼
児
の

保
育
の
仕
事
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
人
数
・
資
格
／
5
人
・
保
育
士
資

格任
用
期
間
／
4
月
1
日
㈫
～
平
成
27
年

3
月
31
日
㈫（
最
大
5
年
度
の
更
新
有
）

報
酬
額
／
月
額
14
万
9
8
0
0
円（
時

間
外
手
当
別
途
有
）

勤
務
時
間
／
1
日
6
時
間
程
度
を
週
5

日
。
時
間
外
勤
務
、
土
曜
日
勤
務
有

面
接
日
程
／
随
時

申
込
・
問
／
市
販
の
履
歴
書
お
よ
び
資

格
証
明
書
類
を
こ
ど
も
福
祉
課
保
育
係

（
内
線
1
8
4
）へ
直
接
。
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
急
募
】留
守
家
庭
児
童
学

級
指
導
員（
非
常
勤
職
員
）

　
市
内
の
各
小
学
校
敷
地
内
等
で
小
学

校
低
学
年
の
保
育
の
仕
事
を
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
・
資
格
／
4
人
・
無
資
格
で

も
採
用
可
能
。
保
育
士
資
格
・
幼
稚
園

教
諭
免
許
・
教
員
免
許
が
あ
る
こ
と
が

望
ま
し
い

任
用
期
間
／
4
月
1
日
㈫
～
平
成
27
年

3
月
31
日
㈫（
最
大
5
年
度
の
更
新
有
）

報
酬
額
／
有
資
格
者
、時
給
9
0
0
円
。

無
資
格
者
、
時
給
7
4
0
円

勤
務
時
間
／
1
日
5
時
間
を
週
4
～
5

日
程
度
。
た
だ
し
、
土
曜
日
と
小
学
校

の
長
期
休
暇
等
は
午
前
8
時
30
分
～
午

後
6
時
ま
で
の
勤
務

面
接
日
程
／
随
時

申
込
・
問
／
市
販
の
履
歴
書
お
よ
び
資

格
証
明
書
類
を
こ
ど
も
福
祉
課
保
育
係

（
内
線
1
8
4
）へ
直
接
。
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
臨
時
職
員

�

（
事
務
補
佐
員
）

　
臨
時
福
祉
給
付
金
と
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
の
申
請
受
付
お
よ
び

デ
ー
タ
入
力
等
業
務
を
し
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
・
問
／
4
月
15
日
㈫
ま
で
市
販
の

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真

を
張
り
付
け
の
上
、
直
接
申
込
み
願
い

ま
す
。
面
接
選
考
の
上
、採
用
し
ま
す
。

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

社
会
福
祉
課
総
務
企
画
係

内
線
1
6
3

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

こ
ど
も
福
祉
課
児
童
福
祉
係

内
線
1
8
2

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
内
容
／
乳
幼
児
と
保
護
者
参
加

の
行
事
の
お
手
伝
い
や
、
手
作
り
お
も

ち
ゃ
の
製
作
な
ど

対
象
／
子
育
て
支
援
に
興
味
や
関
心
の

あ
る
高
校
生
以
上
の
方（
退
職
後
の
男

性
も
大
歓
迎
）

申
込
・
問
／
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

☎
3
8
9
・
2
1
8
0

鶴
ケ
谷
児
童
館

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
高
校
生
以
上
で
鶴
ケ
谷
児
童
館
の
事

業
を
お
手
伝
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

申
込
・
問
／
鶴
ケ
谷
児
童
館

☎
3
6
2
・
0
7
6
3

8
0
2
0
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル

対
象
／
6
月
4
日
現
在
満
80
歳
以
上
で

現
在
歯
が
20
本
以
上（
治
療
完
了
）で
健

康
状
態
の
良
好
な
方

申
込
・
問
／
4
月
18
日
㈮
ま
で
は
が
き

（
フ
ァ
ク
ス
可
）に
住
所
、
氏
名（
フ
リ

ガ
ナ
）、生
年
月
日
、年
齢
、電
話
番
号
、

か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
ま
た
は
最
寄
り

の
歯
科
医
院
を
記
入
の
上
、
〒
9
8
0

―
0
8
0
3　

仙
台
市
青
葉
区
国
分
町

1
丁
目
5
―

1
宮
城
県
歯
科
医
師
会　

「
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局
」へ
直
接

☎
2
2
2
・
5
9
6
0

フ
ァ
ク
ス
2
1
5
・
3
4
4
2

臨時職員募集
臨時福祉給付金 子育て世帯臨時特例給付金

雇用期間
5月1日

～
10月31日

6月1日
～

8月31日

5月1日
～

10月31日

6月1日
～

8月31日

募集人数 2人 3人 1人 1人

勤務時間 週5日（月曜～金曜日）1日7時間45分
※月10時間程度の時間外勤務あり

給与等 日額5，735円（通勤手当、社会保険あり）

資格要件 パソコンの操作ができる方

くらしのくらしの
情報情報

募
集
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塩
釜
医
師
会
看
護
師

要
件
／
正
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
の

免
許
を
お
持
ち
の
方

勤
務
期
間
・
募
集
人
員
／
6
月
～
7
月

ま
で
の
2
カ
月
の
臨
時
雇
用
・
若
干
名

申
込
期
限
／
5
月
15
日
㈭
午
後
5
時
ま

で勤
務
先
／
塩
竈
市
お
よ
び
多
賀
城
市
の

各
住
民
健
診
会
場

問
／（
公
社
）宮
城
県
塩
釜
医
師
会

（
〒
9
8
5
―
0
0
2
4
塩
釜
市
錦
町

7
番
10
号
）

☎
3
6
4
・
3
3
0
1

平
成
26
年
度
国
家
公
務
員

国
税
専
門
官
採
用
試
験

（
大
学
卒
業
程
度
）

　
国
税
専
門
官
は
、
国
の
財
政
を
支
え

る
重
要
な
仕
事
を
担
い
、
税
務
署
等
に

お
い
て
、
調
査
・
徴
収
・
検
査
や
指
導

な
ど
を
行
う
税
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

で
す
。

受
験
資
格
／
①
昭
和
59
年
4
月
2
日
～

平
成
5
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
5
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の

者
で
次
に
掲
げ
る
者

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平
成
27

年
3
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
者

⑵
人
事
院
が
前
記
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

第
1
次
試
験
日
／
6
月
8
日
㈰

申
込
受
付
期
間
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

場
合
＝
4
月
1
日
㈫
～
14
日
㈪

郵
送
ま
た
は
持
参
の
場
合
＝
4
月
1
日

㈫
・
2
日
㈬

申
込
方
法
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申

込
み
を
原
則
と
し
ま
す
。

（http://w
w

w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

）

※
郵
送
ま
た
は
持
参
用
受
験
申
込
書
の

請
求
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
、
仙
台
国

税
局
人
事
第
二
課
ま
た
は
人
事
院
東
北

事
務
局
へ

問
／
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

修
係

☎
2
6
3
・
1
1
1
1

（
内
線
3
2
3
6
）

平
成
26
年
度
労
働
基
準
監

督
官
採
用
試
験

　
労
働
基
準
監
督
官
は
、
労
働
基
準
関

係
法
令
に
基
づ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
業

場
に
立
ち
入
り
、
事
業
主
に
法
に
定
め

る
基
準
を
遵
守
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

労
働
条
件
の
確
保
・
向
上
、
労
働
者
の

安
全
や
健
康
の
確
保
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
労
災
補
償
の
業
務
を
行
う
こ
と
を

任
務
と
す
る
厚
生
労
働
省
の
専
門
職
員

で
す
。
採
用
予
定
者
数
や
試
験
日
程
な

ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
験
資
格
／
昭
和
59
年
4
月
2
日
～
平

成
5
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

・
平
成
5
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の

方
で
次
に
掲
げ
る
方

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び
平
成
27

年
3
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
方

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
方
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

は
平
成
26
年
2
月
と
同
額
が
、
4
月
、

6
月
、
8
月
の
年
金
か
ら
仮
徴
収
さ
れ

ま
す
。別
途
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

問
／
国
保
年
金
課
国
保
年
金
係

内
線
1
2
4
～
1
2
7

所
有
す
る
資
産
の
確
認
は

5
月
か
ら

　
固
定
資
産
を
所
有
す
る
本
人
、
ま
た

は
委
任
を
受
け
た
方
は
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
は
、
所
有
す

る
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
に
関
す
る

評
価
額
、
税
額
の
基
礎
と
な
る
課
税
標

準
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
土
地
ま
た
は
家
屋
の

納
税
義
務
者
の
方
は
、
自
己
の
土
地
ま

た
は
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
、
公
平
に

評
価
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た

め
、
自
己
所
有
以
外
の
土
地
ま
た
は
家

屋
の
評
価
額
な
ど
を
記
載
し
た
帳
簿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間
／
5
月
1
日
㈭
～
6
月
2
日
㈪
ま

で（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

自
己
所
有
の
資
産
の
確
認
に
つ
い
て

は
、
期
間
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

前
記
の
期
間
以
外
は
有
料
で
す
。

会
場
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

必
要
な
も
の
／
印
鑑
ま
た
は
身
分
を
証

明
す
る
も
の
。
所
有
者
か
ら
委
任
を
受

け
た
方
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

問
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

内
線
1
5
4
～
1
5
6

受
験
申
込
／
4
月
1
日
㈫
～
4
月
14
日

㈪
ま
で
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り

申
込
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

（http://w
w

w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

）

問
／
宮
城
労
働
局
総
務
部
総
務
課
人
事

係☎
2
9
9
・
8
8
3
3

公
共
職
業
訓
練
受
講
生

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
城
で
は
、
早

期
再
就
職
に
向
け
た
職
業
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス
名
・
定
員
／
①
C
A
D
・

N
C
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科（
16
人
）、

②
設
備
保
全
技
術
科（
15
人
）、
③
溶
接

施
工
科（
15
人
）、
④
電
気
設
備
科（
15

人
）、
⑤
電
気
・
情
報
通
信
工
事
科（
15

人
）、
⑥
建
築
リ
フ
ォ
ー
ム・コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
科（
15
人
）、
⑦
ビ
ル
設
備
サ
ー

ビ
ス
科（
18
人
）、⑧
建
築
C
A
D
サ
ー

ビ
ス
科（
32
人
）

訓
練
期
間
／
各
6
カ
月（
6
月
5
日
㈭

～
11
月
27
日
㈭
）

訓
練
会
場
／
①
～
⑦
…
名
取
実
習
場
、

⑧
…
仙
台
実
習
場

受
講
料
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自

己
負
担
）

申
込
／
4
月
23
日
㈬
ま
で
に
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク（
公
共
職
業
安
定
所
）を
通
じ
申

込
み
く
だ
さ
い
。

問
／
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
城
訓
練
課

名
取
実
習
場

☎
7
8
4
・
2
8
2
0

仙
台
実
習
場

☎
7
9
2
・
8
0
6
6

国
民
健
康
保
険
税
の
納
入

通
知
書（
暫
定
賦
課
）を
お

送
り
し
ま
す

　

平
成
26
年
度
の
納
入
通
知
書（
暫
定

賦
課
第
1
期
～
第
3
期
）を
4
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
税
は

前
年（
平
成
25
年
中
）の
所
得
に
基
づ
い

て
算
定
し
ま
す
が
、
そ
の
確
定
が
6
月

の
た
め
、
平
成
25
年
度
の
加
入
状
況
等

を
基
に
仮
に
計
算
し
た
金
額
で
第
1
期

～
第
3
期
で
そ
れ
ぞ
れ
課
税
し
ま
す

（
暫
定
賦
課
）。
7
月
に
平
成
25
年
中
の

所
得
が
確
定
し
た
際
に
保
険
税
を
再
度

計
算
し
、
暫
定
賦
課
で
納
め
て
い
た
だ

い
た
分
を
差
し
引
い
て
、
あ
ら
た
め
て

第
4
期
～
第
10
期
分
の
金
額
を
通
知
し

ま
す（
精
算
賦
課
）。

　
口
座
振
替
で
の
納
入
は
、
納
期
限
前

の
毎
月
26
日（
12
月
は
25
日
、
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

に
振
り
替
え
ま
す
。
残
高
不
足
な
ど
で

振
替
不
能
の
場
合
は
翌
月
10
日
に
再
度

振
り
替
え
ま
す
。

　

暫
定
通
知
書
の
期
別
納
付
額
下
段

は
、平
成
24
年
中
の
所
得
金
額
を
基
に
、

仮
に
1
年
間
加
入
し
た
場
合
の
年
間
保

険
税
額
を
計
算
し
た
も
の
で
す
。

　
特
別
徴
収
の
方
で
平
成
26
年
2
月
に

年
金
天
引
き
さ
れ
て
い
た
方
に
つ
い
て

税
の
お
知
ら
せ
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軽
自
動
車
税
の
減
免

　
4
月
1
日
現
在
で
身
体
や
精
神
に
障

害
が
あ
り
、
歩
行
が
困
難
な
方
な
ど
が

所
有
す
る
軽
自
動
車
の
軽
自
動
車
税
が

免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
す
る
方
は
、
5
月
26
日
㈪
ま
で

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

内
線
1
5
4
～
1
5
6

市
税
等
納
付
勧
奨
・
収
納

業
務
の
委
託
に
つ
い
て

　
市
税
等
の
収
納
率
向
上
お
よ
び
自
主

納
付
の
推
進
を
図
る
た
め
、
次
の
事
業

者
に
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
滞
納
市
税
等

の
納
付
勧
奨
・
収
納
業
務
を
委
託
し
ま

し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

委
託
事
業
者
／
シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新
東

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

委
託
期
間
／
4
月
1
日
㈫
～
平
成
29
年

3
月
31
日
㈮

対
象
税
目
等
／
市
県
民
税
、
軽
自
動
車

税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、
保
育
料
お
よ
び

留
守
家
庭
児
童
学
級
利
用
料

問
／
収
納
課
収
納
係

内
線
1
9
2
、
1
9
3

引
っ
越
し
ご
み
の
処
分

　
大
掃
除
や
引
っ
越
し
で
発
生
し
た
ご

み
は
、ご
み
集
積
所
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。

ご
み
処
理
場（
宮
城
東
部
衛
生
処
理
組

合
）へ
直
接
搬
入
す
る
か
多
賀
城
市
収

集
許
可
業
者
に
依
頼
し
て
処
分
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
直
接
搬
入
の
場
合
は
、
生
活

環
境
課
で
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
収
集
許
可
業
者
】

渋
谷
清
掃

☎
7
6
7
・
7
0
2
0

藤
原
清
掃

☎
3
6
4
・
0
8
2
7

ク
リ
ー
ン
・
セ
ン
タ
ー
宮
城

☎
0
1
2
0
・
2
4
5
・
0
6
0

豊
島

☎
3
6
2
・
8
9
6
6

旭
興
産

☎
0
1
2
0
・
1
1
3
・
3
6
8

問
／
生
活
環
境
課
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
係

内
線
2
3
4
～
2
3
6

建
物
等
を
新
築
さ
れ
た
方

へ（
住
所
に
つ
い
て
）

　

市
内
で
住
居
表
示
実
施
区
域（
住
所

を「
○
丁
目
」と
表
記
し
て
い
る
区
域
）

内
に
建
物
な
ど
を
新
築
・
建
て
替
え
た

際
は
、「
建
物
等
新
築
届
出
書
」の
提
出

が
必
要
で
す
。

て
い
る
世
帯

⑤
国
民
年
金
保
険
料
免
除
世
帯

⑥
国
民
健
康
保
険
税
減
免
世
帯

⑦
個
人
の
事
業
税
ま
た
は
固
定
資
産
税

減
免
世
帯（
家
屋
新
築
に
よ
る
減
免
は

対
象
外
）

⑧
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
被
災
世
帯

（
大
規
模
半
壊
以
上
）

⑨
そ
の
他
、
経
済
的
理
由
に
よ
る
場
合

＊
給
与
な
ど
の
収
入
・
資
産
・
親
族
な

ど
か
ら
の
援
助
の
状
況
に
よ
り
、
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
特
別
な
事
情
が
あ
る
場

合
、
対
象
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
／
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

内
線
5
2
3
、
5
2
4

児
童
扶
養
手
当
の
支
給

　
平
成
25
年
12
月
分
～
平
成
26
年
3
月

分
の
手
当
を
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
資

格
者
で
全
部
支
給
・
一
部
支
給
の
方
の

指
定
口
座
に
4
月
11
日
㈮
に
振
り
込
み

ま
す
。
振
込
時
間
帯
の
指
定
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、入
金
の
確
認
は
翌
日
以
降
、

通
帳
に
記
帳
し
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
児
童
扶
養
手
当
は
、
原
則
と
し
て
一

人
親
の
方
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

問
／
こ
ど
も
福
祉
課
児
童
福
祉
係

内
線
1
8
1
、
1
8
2

　
こ
の
届
け
出
は
、
建
築
確
認
申
請
書

と
は
別
の
も
の
で
、
住
居
番
号
を
付
け

て
住
所
を
決
定
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

　
な
お
、
棟
上
げ
が
終
わ
り
、
玄
関
の

位
置
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

き
か
ら
提
出
が
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
住
居
表
示
実
施
区
域
外
に
ア

パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
等
を
新
築
し
た

場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
市
民
課
記
録
係

内
線
1
4
2

平
成
26
年
度
各
種
検
診
等

申
し
込
み

　
新
し
く
多
賀
城
市
に
転
入
し
て
き
た

方
で
、
今
年
度
の
各
種
が
ん
検
診
・
高

齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
等
の

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
／
健
康
課
成
人
保
健
係

内
線
1
3
1
～
1
3
4

障
害
者
等
燃
料
費
助
成
券・

タ
ク
シ
ー
利
用
券

対
象
／
身
体
・
精
神
障
害
者
手
帳
1
、

2
級（
身
体
障
害
は
下
肢
、
呼
吸
機
能

障
害
3
級
の
方
も
該
当
し
ま
す
）、
療

育
手
帳
A
、
特
定
疾
患
等
医
療
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方（
児
童
福
祉
施
設・

障
害
者
支
援
施
設
・
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
所
し
て
い
る

方
は
対
象
外
で
す
）

持
ち
物
／
印
鑑
、
手
帳
ま
た
は
受
給
者

証
等（
燃
料
費
助
成
を
申
請
さ
れ
る
方

は
、
自
動
車
検
査
証
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
）

申
請
期
間
／
4
月
1
日
㈫
～
4
日
㈮
の

午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

会
場
／
市
役
所
1
階
社
会
福
祉
課
相
談

室
2（
4
月
7
日
㈪
以
降
は
社
会
福
祉

課
障
害
福
祉
係
窓
口
で
受
け
付
け
ま

す
）

　

申
請
は
、
燃
料
費
助
成
券
か
タ
ク

シ
ー
利
用
券
の
い
ず
れ
か
に
な
り
ま

す
。
交
付
を
受
け
た
助
成
券
な
ど
は
、

年
度
途
中
で
他
券
と
の
交
換
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
／
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

内
線
1
6
8

経
済
的
理
由
な
ど
で
就
学
困
難
な

小
・
中
学
生
の
た
め
の

就
学
援
助
制
度

援
助
内
容
／
学
用
品
費
、
新
入
学
用
品

費
、
学
校
給
食
費
、
修
学
旅
行
費
、
校

外
活
動
費
、
医
療
費（
学
校
保
健
安
全

法
で
規
定
す
る
特
定
疾
病
の
治
療
）

対
象
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世

帯①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と

な
っ
た
世
帯

②
市
民
税
非
課
税
世
帯（
世
帯
全
員
が

非
課
税
）

③
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯（
原
則
全

額
受
給
者
）

④
生
活
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け

く
ら
し
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医
療
機
関
等
で
の
一
部
負

担
金
等
免
除

　

4
月
1
日
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
お
よ
び
介
護
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
被
災
し
た
方
の
医
療
機
関

等
で
の
一
部
負
担
金
等
免
除
を
行
い
ま

す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
3
月
下
旬
に

免
除
証
明
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
介
護
保
険
の
み
4
月
中
旬

に
送
付
予
定
。

　

ま
た
、
前
記
の
負
担
金
免
除
証
明
書

が
送
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
で
、
次
の
①
お

よ
び
②
の
免
除
要
件
を
ど
ち
ら
も
満
た
す

と
き
は
、
申
請
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

免
除
要
件
／
①
り
災
区
分
が
大
規
模
半

壊
以
上
か
、
半
壊
で
や
む
を
得
ず
解
体

し
た
場
合
、
ま
た
は
主
た
る
生
計
維
持

者
が
死
亡
、
行
方
不
明
②
住
民
税
非
課

税
世
帯（
全
て
の
世
帯
員
が
住
民
税
非

課
税
の
世
帯
）

問
／
国
保
年
金
課
国
保
年
金
係

内
線
1
2
4
～
1
2
7

介
護
福
祉
課
介
護
保
険
係

内
線　
6
6
1
～
6
6
3

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
一
部
助
成

　

高
齢
者
の
肺
炎
の
原
因
は「
肺
炎
球

菌
」に
よ
る
も
の
が
最
も
多
く
、
予
防

接
種
を
実
施
す
れ
ば
約
8
割
は
予
防
で

き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
70
歳
以
上
で
未
接
種
の
方
は
、
こ
れ

を
機
に
接
種
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

対
象
／
70
歳
の
方（
接
種
日
現
在
）、
70

歳
以
上
の
方（
過
去
5
年
以
内
に
ワ
ク

チ
ン
未
接
種
者
の
み
）

助
成
額
／
3
0
0
0
円（
生
活
保
護
世

帯
の
方
は
、
接
種
費
用
を
全
額
助
成
し

ま
す
）

※
接
種
費
用
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。（
9
0
0
0
円
前
後
）

※
国
の
予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、

10
月
頃
よ
り
助
成
基
準
が
変
更
と
な
る

見
込
み
で
す
。

実
施
医
療
機
関
／
塩
釜
医
師
会
管
内
の

指
定
医
療
機
関

申
込
／
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
医
療
機

関
の
窓
口
へ
直
接

問
／
健
康
課
成
人
保
健
係

内
線
1
3
1
～
1
3
4

国
民
健
康
保
険
脳
検
診
助

成
事
業

　
本
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
の
方
を
対
象
に
脳
検
診（
脳
ド
ッ
ク
）

へ
の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
助
成
対
象
者
は
平
成
26
年

4
月
1
日
現
在
、
本
市
の
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
表
の
生
年
月

日
の
方
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
助
成
対
象
者
の
方
に
は
4
月

下
旬
に
ご
案
内
の
書
類
を
郵
送
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
／
国
保
年
金
課
国
保
庶
務
係

内
線
1
2
1
～
1
2
3

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」の

申
請
を
お
忘
れ
な
く

　
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
保
険

料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平

成
26
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
方

へ
、
は
が
き
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申

請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年

度
と
同
じ
学
校
な
ど
に
在
学
さ
れ
る
方

は
、
こ
の
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入

し
返
送
す
る
と
、
平
成
26
年
度
も
学
生

納
付
特
例
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
は
、
在
学
証
明
書
の
写
し
な
ど
の

添
付
は
不
要
で
す
。

　
な
お
、
初
め
て
学
生
納
付
特
例
の
申

請
を
す
る
方
は
、
在
学
証
明
書
ま
た
は

学
生
証
の
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

過
去
2
年
間
に
学
生
で
未
納
が
あ
る
方

へ ※
平
成
26
年
4
月
か
ら
免
除
申
請
の
対

象
期
間
が
拡
大
さ
れ
、
申
請
時
点
の
2

年
1
カ
月
前
ま
で
申
請
が
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

申
請
場
所
／
国
保
年
金
課
ま
た
は
仙
台

東
年
金
事
務
所

注
意
点
／

①
学
生
証
ま
た
は
在
学
期
間
の
わ
か
る

在
学
証
明
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

②
対
象
年
度
の
1
月
1
日
現
在
市
外
に

お
住
ま
い
の
方
は
、
他
市
町
村
の
所
得

証
明
書
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
／
仙
台
東
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
2
5
7
・
6
1
1
5

国
民
年
金
の
保
険
料
が

�

変
わ
り
ま
す

　
4
月
分
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料
が

月
額
1
5
2
5
0
円
に
改
定
と
な
り

ま
し
た
。

　
4
月
初
め
に
年
間
の
納
付
書
が
入
っ

た「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
」が

送
付
さ
れ
ま
す
。
各
月
の
保
険
料
は
納

付
期
限（
翌
月
末
日
）ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

　

一
部
免
除
に
該
当
し
て
い
る
方
は
、

承
認
期
間
が
6
月
ま
で
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
4
月
に
4
～
6
月
分
の
納
付
書
が

送
付
さ
れ
、
7
月
に
7
月
以
降
の
定
額

の
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

問
／
仙
台
東
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
2
5
7
・
6
1
1
5

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

申
請
対
象
期
間
が
拡
大
し

ま
す

　
国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
と
き

や
失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
免

除
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
4

月
か
ら
免
除
申
請
の
対
象
期
間
が
拡
大

さ
れ
、
申
請
時
点
の
2
年
1
カ
月
前
の

月
分
ま
で
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

申
請
場
所
／
国
保
年
金
課
ま
た
は
仙
台

東
年
金
事
務
所

注
意
点
／

①
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所
得
に

基
づ
き
、
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
免
除

が
承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
前
年
所
得
の
審
査
の
た
め
、
対
象
年

度
の
1
月
1
日
現
在
市
外
に
お
住
ま
い

の
方
は
、
他
市
町
村
の
所
得
証
明
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

③
失
業
な
ど
の
特
例
免
除
期
間
も
拡
大

さ
れ
ま
す
。

※
世
帯
主
や
配
偶
者
が
い
る
方
は
、
世

帯
主
や
配
偶
者
が
所
得
要
件
を
満
た
し

て
い
る
か
、
ま
た
は
失
業
等
の
特
例
に

該
当
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
過
去
の
免
除
等
の
申
請
は
、
申
請
が

遅
れ
る
と
申
請
で
き
る
期
間
が
短
く
な

り
ま
す
の
で
、
す
み
や
か
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

問
／
仙
台
東
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
2
5
7
・
6
1
1
5

脳検診助成対象者
年齢 生年月日

40歳 昭和49年4月2日から昭和50年4月1日まで

45歳 昭和44年4月2日から昭和45年4月1日まで

50歳 昭和39年4月2日から昭和40年4月1日まで

55歳 昭和34年4月2日から昭和35年4月1日まで

60歳 昭和29年4月2日から昭和30年4月1日まで

65歳 昭和24年4月2日から昭和25年4月1日まで

70歳 昭和19年4月2日から昭和20年4月1日まで
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国
民
年
金
保
険
料
の
通
常

納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た

　
4
月
か
ら
、
国
民
年
金
障
害
年
金
受

給
な
ど
で
法
定
免
除
の
期
間
で
あ
っ
て

も
、「
免
除
期
間
納
付
申
出
書
」を
提
出

す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
年
金
保
険
料

の
通
常
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

問
／
仙
台
東
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
2
5
7
・
6
1
1
5 

た
が
さ
ぽ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
お
知
ら
せ

　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
通

称
た
が
さ
ぽ
）が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。
新
た
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
各
階

に
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
今
ま
で

以
上
に
使
い
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
が
さ
ぽ
で
は
、N
P
O
、自
治
会・

町
内
会
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
活
動
に
関

す
る
相
談
や
情
報
提
供
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

日
時
／
水
曜
日
を
除
く
平
日
午
前
9
時

～
午
後
9
時
30
分　
日
曜
日
、
祝
日
午

前
9
時
～
午
後
5
時
ま
で（
相
談
や
情

報
提
供
は
予
約
不
要
）

問
／
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
3
6
8
・
7
7
4
5

春
の
交
通
安
全
運
動

　
交
通
事
故
は
、
被
害
者
と
加
害
者
だ

け
で
な
く
、
家
族
や
周
り
の
人
た
ち
を

も
不
幸
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
み
ん
な
が
笑
顔
で
楽
し
く
暮
ら
す
た

め
に
も
、毎
日
の
通
勤
、通
学
な
ど
で
、

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
遭
わ

な
い
よ
う
み
ん
な
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

期
間
／
4
月
6
日
㈰
か
ら
15
日
㈫
ま
で

の
10
日
間

運
動
の
重
点
／

①
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進（
全
国
）

②
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底（
全
国
）

③
飲
酒
運
転
の
根
絶（
全
国
）

④
交
差
点
と
交
差
点
付
近
で
の
交
通
事

故
防
止（
塩
釜
地
区
）

問
／
交
通
防
災
課
交
通
防
犯
係

内
線
2
7
1
、
2
7
2

平
成
26
年
度

�

防
火
標
語
入
選
作
品

　
春
の
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て

募
集
し
た
防
火
標
語
は
、
小
学
校
の
部

8
6
8
点
、
一
般
の
部
3
6
0
点
の

応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

入
選
の
標
語
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

特
選
の
防
火
標
語
を
紹
介
し
ま
す
。

「
し
あ
わ
せ
と
　
未
来
を
守
る

　
防
火
の
輪
」

（
塩
竈
市
立
第
三
小
学
校　

4
年
生　

岡お
か
田だ　
頼ら

い
空く

さ
ん
）

　
入
選
の
防
火
標
語
は
、
今
後
一
年
間

火
災
予
防
運
動
等
の
各
種
広
報
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
／
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本

「
あ
つ
ま
れ
！
0
～
1
歳

児
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

日
時
／
4
月
17
日
㈭
午
前
10
時
15
分
～

11
時
15
分

会
場
／
鶴
ケ
谷
児
童
館

対
象
／
0
～
1
歳
児
と
保
護
者

内
容
／
お
も
ち
ゃ
で
の
自
由
遊
び
、
保

護
者
の
自
由
交
流
、
育
児
相
談
な
ど
、

毎
月
1
回
木
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。
保

健
師
、
栄
養
士
お
よ
び
心
理
士
な
ど
専

門
分
野
の
方
を
月
替
わ
り
で
お
呼
び
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
／
鶴
ケ
谷
児
童
館

☎
3
6
2
・
0
7
6
3

子
ど
も
映
画
会

日
時
／
4
月
12
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時

30
分

会
場
／
市
民
会
館
展
示
室（
文
化
セ
ン

タ
ー
内
）

題
名
／
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し「
養
老

の
滝
・
雀
と
キ
ツ
ツ
キ
と
山
鳩
」、
み

ん
な
の
童
話「
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」、
ア

ニ
メ
世
界
名
作
劇
場「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン

の
冒
険
」

対
象
・
定
員
・
費
用
／
市
内
に
居
住
す

る
幼
児
か
ら
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

1
0
0
人（
申
込
不
要
）、
無
料

問
／
中
央
公
民
館

☎
3
6
8
・
0
1
3
3

部
予
防
課
指
導
係

☎
3
6
1
・
1
6
1
7

子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
安
全
大
会

日
時
／
4
月
12
日
㈯
午
後
2
時
か
ら
午

後
4
時
ま
で

場
所
／
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル（
文
化
セ

ン
タ
ー
内
）

内
容
／
①
交
通
安
全
教
育（
交
通
安
全

作
文
朗
読
）②
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン（
仙
台

育
英
獅
子
太
鼓
部
に
よ
る
演
奏
）等

　
春
の
交
通
安
全
市
民
総
ぐ
る
み
運
動

期
間
に
併
せ
て
、
運
動
の
基
本
で
あ
る

「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」

と
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し

て
開
催
い
た
し
ま
す
。

問
／
塩
釜
地
区
交
通
安
全
協
会
事
務
局

☎
3
6
6
・
9
0
5
2

勤
労
者
生
活
安
定
資
金
融

資
制
度

　
本
市
で
は
、
勤
労
者
の
方
々
の
生
活

安
定
を
図
る
た
め
、
東
北
労
働
金
庫
と

提
携
し
、
勤
労
者
向
け
の
融
資
を
あ
っ

せ
ん
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

対
象
／
市
内
に
勤
務
先
ま
た
は
住
所
を

有
す
る
勤
労
者
で
、
東
北
労
働
金
庫
の

会
員
お
よ
び
そ
の
構
成
員
と
な
る
資
格

を
有
す
る
方（
東
北
労
働
金
庫
の
会
員

に
は
、個
人
で
も
随
時
加
入
で
き
ま
す
）

融
資
の
内
容
／

①
育
児
・
介
護
休
業
者
生
活
資
金
＝
育

児
ま
た
は
介
護
休
業
中
に
要
す
る
生
活

資
金

②
一
般
生
活
資
金
＝
本
人
と
そ
の
被
扶

養
者
の
婚
姻
、
出
産
、
療
養
、
学
費
、

災
害
、
葬
祭
、
通
勤
用
自
家
用
車
購
入

に
要
す
る
生
活
資
金

融
資
限
度
額
・
利
率（
年
利
）／

①
1
0
0
万
円
＝
1
・
20
パ
ー
セ
ン

ト
②
2
0
0
万
円
＝
2
・
50
パ
ー
セ

ン
ト

償
還
期
間
／
①
5
年
以
内
の
分
割
払
い

（
1
年
以
内
の
元
金
据
え
置
き
期
間
を

含
む
）②
5
年
以
内
の
分
割
払
い

保
証
人
等
／
1
人
以
上
の
保
証
人
ま
た

は
日
本
労
働
者
信
用
基
金
協
会
の
保
証

が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
／
東
北
労
働
金
庫
新
塩
釜
支

店☎
3
6
4
・
3
1
1
5

労
働
相
談

　

塩
釜
地
方
労
働
組
合
総
連
合
で
は
、

解
雇
、
賃
金
・
残
業
代
未
払
い
、
パ
ワ

ハ
ラ
な
ど
、
労
働
問
題
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
ま
ず
お

電
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。相
談
無
料・

秘
密
厳
守
で
す
。

問
／
塩
釜
地
方
労
働
組
合
総
連
合

☎
3
6
5
・
2
7
0
1

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
2
6
8
・
3
6
8
4

催
し
・
講
座
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多
賀
城
・
星
空
観
察
会

　
多
賀
城
の
星
空
を
、
本
格
的
な
望
遠

鏡
を
使
い
観
察
し
ま
す
。

日
時
／
4
月
26
日
㈯
午
後
7
時
30
分
～

9
時

場
所
／
市
川
地
区
集
会
所
駐
車
場

（
多
賀
城
政
庁
跡
付
近
）

対
象
・
定
員
／
市
内
の
小
学
4
年
生
か

ら
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
・
20
組（
先

着
順
）

費
用
／
無
料

そ
の
他
／
雨
の
場
合
は
、
中
央
公
民
館

第
4
会
議
室（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）で
望

遠
鏡
の
使
い
方
の
説
明
や
初
歩
の
天
文

の
講
義
を
行
い
ま
す
。

申
込
・
問
／
4
月
12
日
㈯
～
4
月
24
日

㈭
ま
で
中
央
公
民
館（
☎
3
6
8
・

0
1
3
3
）直
接

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
受
講
者
募
集

会
場
／
市
役
所
6
階
会
議
室
お
よ
び
母

子
健
康
セ
ン
タ
ー

対
象
・
費
用
／
市
内
在
住
で
、
介
護
予

防
を
目
的
と
し
た
運
動
等
に
関
心
が
あ

り
、
介
護
予
防
活
動
を
地
域
に
広
め
る

お
手
伝
い
を
し
た
い
方（
年
齢
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
）・
無
料

内
容
／
栄
養
・
安
全
管
理
・
尿
漏
れ
予

防
・
閉
じ
こ
も
り
予
防
な
ど
に
つ
い
て

の
講
話
、
体
力
測
定
、
歩
行
の
実
技
・

筋
力
ト
レ
ー
ン
グ
等
シ
ニ
ア
向
け
運
動

を
学
び
ま
す
。

申
込
・
問
／
4
月
30
日
㈬
ま
で
健
康
課

成
人
保
健
係（
内
線
1
3
1
～
1
3
4
）

へ
電
話
ま
た
は
直
接

　
3
月
13
日
に
、
市
内
に
河
北
新
報

を
配
達
し
て
い
る
販
売
店
5
社
と
、

連
携
し
て
高
齢
者
の
見
守
り
を
行
う

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
河
北
新
報
の
配
達
員
が

新
聞
を
配
達
し
た
際
に
、
何
ら
か
の

異
変
に
気
が
つ
い
た
場
合
は
市
に
連

絡
を
し
、
い
ち
早
く
対
応
す
る
も
の

で
す
。

　
高
齢
者
の
見
守
り
協
定
は
、
み
や

ぎ
生
協
に
続
き
2
例
目
で
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
日
常
生
活
を
営
め
る
よ

う
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
／
社
会
福
祉
課
総
務
企
画
係

内
線
1
6
2

河
北
新
報
取
扱
店
と

「
高
齢
者
見
守
り
へ
の
取
組

み
に
関
す
る
協
力
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た

水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
体
験

教
室
参
加
者
募
集

　
水
中
の
運
動
は
、
呼
吸
機
能
が
向
上

し
新
陳
代
謝
も
活
発
に
な
り
、
全
身
の

筋
肉
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
鍛
え
ら
れ
ま

す
。

無
理
な
く
身
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
膝

や
腰
な
ど
に
痛
み
の
あ
る
方
に
も
効
果

的
な
運
動
で
す
。
ま
ず
は
、
こ
の
機
会

に
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
5
月
水
曜
コ
ー
ス（
全
5
回
）

5
月
21
日
、
28
日
、
6
月
4
日
、
11
日
、

18
日
各
日
と
も
午
後
0
時
15
分
～
2
時

会
場
／
ア
シ
ス
ト
多
賀
城

（
八
幡
4
丁
目
7
―
63
）

対
象
／
次
の
全
て
に
あ
て
は
ま
る
方
①

65
歳
以
上
の
方
②
要
介
護
認
定
等
を
受

け
て
い
な
い
方
③
こ
れ
ま
で
に
参
加
し

た
こ
と
の
な
い
方
を
優
先
し
ま
す

＊
事
前
面
談
等
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

費
用
等
／
各
コ
ー
ス
1
人
5
0
0
円

（
保
険
料
等
）・
希
望
者
に
送
迎
あ
り

※
6
・
8
・
10
月
に
も
教
室
を
実
施
予

定
で
す
。

申
込
・
問
／
4
月
25
日
㈮
ま
で
ア
シ
ス

ト
多
賀
城（
担
当
・
菅
原
）へ
直
接（
火

曜
日
定
休
日
を
除
く
）

☎
3
6
5
・
6
0
6
6

健
康
課
成
人
保
健
係

内
線
1
3
1
～
1
3
4

納
税
の
お
知
ら
せ

4
月
の
納
付

▼
国
民
健
康
保
険
税
　
第
1
期

▼
介
護
保
険
料
　
第
1
期

※
納
期
限
は
4
月
30
日
㈬
で
す
。

税
金
な
ど
の
納
付
は
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
／
収
納
課
収
納
係

内
線
1
9
2
、
1
9
3

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
付

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が
救
急

時
に
支
援
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
救

急
隊
員
な
ど
の
迅
速
な
救
急
活
動
に
役

立
て
る
た
め
の
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

を
窓
口
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

●
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
と
は

　

救
急
時
に
役
立
て
ら
れ
る
情
報（
持

病
の
有
無
や
内
服
薬
の
情
報
、
緊
急
連

絡
先
な
ど
）を
記
入
し
た「
緊
急
連
絡

カ
ー
ド
」を
専
用
容
器
に
入
れ
、
冷
蔵

庫
の
中
に
入
れ
て
保
管
す
る
も
の
で

す
。

＊
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
へ
記
入
す
る
疾
病

の
状
況
や
内
服
状
況
な
ど
は
、
最
新
の

情
報
を
記
載
し
、
変
更
が
あ
っ
た
際
は

記
入
内
容
の
訂
正
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
に
居
住
し
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方

②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の

方③
日
中
独
居
状
態
と
認
め
ら
れ
る
65
歳

以
上
の
方

配
付
方
法
／
こ
れ
ま
で
配
布
を
受
け
て

い
な
い
方
で
、新
た
に
対
象
に
該
当
し
、

配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
介
護
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
／
介
護
福
祉
課
高
齢
支
援
係

内
線
6
6
4
～
6
6
6

日程 時間 場所 持ち物等

1 5月21日㈬

午後
1時30分
～3時

市役所6階
（会議室）

①筆記用具
②上靴
③水分補給
用飲み物

※動きやす
い服装

2 5月28日㈬

3 6月4日㈬

4 6月11日㈬

5 6月18日㈬

6 6月25日㈬ 母子健康
センター
3階7 7月2日㈬
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●休館のお知らせ
4月の休館日は、次のとおりです。
7日㈪、14日㈪、21日㈪、28日㈪、
29日㈫、30日㈬
山王・大代分室も休みです。

●今月の展示
目指せV2 ！頑張れ！楽天イーグルス！
　プロ野球も開幕し、楽天イーグルスに
関する本や野球を楽しく観る本などを展
示します。
期間／4月1日㈫～27日㈰

子どもと犬、花、風景写真展
　犬と戯れる児童、四季の花々、心に残
る風景などの写真を期間中にぜひ、ご覧
ください。
期間／4月1日㈫～27日㈰

●作品を展示してみませんか
　平成26年度に図書館内の展示ケース
に絵画、写真などの作品を展示したいグ
ループや団体を募集中です。お早めに直
接または電話でお申込みください。

㈱NIPPO多賀城寮
1日㈫・15日㈫

10:00～10:30
旭ケ岡・防衛省住宅前駐車場 10:50～11:30
城南小学校北側駐車場 13:30～14:00
城南小学校 15日㈫ 14:30～16:00
高橋・発向興業駐車場 2日㈬・16日㈬ 10:00～10:30
ヨークベニマル多賀城店 10:50～11:30
多賀城東小学校 23日㈬ 14:30～16:00
新田公民館脇 3日㈭・17日㈭ 10:00～10:30
新田・シティハイツ鎌田Ⅰ前 10:50～11:30
山王小学校 17日㈭ 14:30～16:00
八幡・末の松山沖の井駐車場

8日㈫・22日㈫
10:00～10:30

多賀城ロジュマン管理センター前駐車場 10:50～11:30
アシスト多賀城 13:40～14:10
明月・ユートピアレジデンス多賀城Ⅱ 9日㈬・23日㈬ 10:00～10:30
桜木・県営住宅集会所前 10:50～11:30
天真小学校 9日㈬・25日㈮ 14:30～16:00
塩釜第三中学校内駐車場 10日㈭・24日㈭ 10:00～10:30
丸山住宅集会所南側駐車場 10:50～11:30
多賀城八幡小学校 11日㈮ 14:30～16:00

※雨などで中止になった場合、振り替え巡回は行いません。
※小学校の巡回日が学校行事や休校の場合は、お休みします。

歴
史
遺
産
案
内
ア
プ
リ
ケ
ー
ション

「
歴
な
び
多
賀
城
」

 

多
賀
城
市
内
の
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。

主
な
特
徴

・‌�

古
代
の
偉
人
・
歌
人
た
ち
に
ま
つ
わ
る
ス
ポ
ッ
ト
、

松
尾
芭
蕉
の
足
跡
、
そ
し
て
近
現
代
に
至
る
ま
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
遺
産
を
70
カ
所
以
上
紹
介
し
ま
す

・‌�

衛
星
利
用
測
位
シ
ス
テ
ム（
G
P
S
）を
活
用
し
て
ま

ち
歩
き
、
歴
史
ウ
オ
ー
ク
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

・‌�

観
光
で
来
ら
れ
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、
市
内
の
方
も
知

ら
れ
ざ
る
郷
土
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・‌�

訪
れ
た
ス
ポ
ッ
ト
に
ま
つ
わ
る
ア
イ
テ
ム
を
集
め
て

い
く
お
楽
し
み
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。

・‌�

拡
張
現
実（
A
R
）や
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ

（
V
R
）で
在
り
し
日
の
多
賀
城
政
庁
正
殿
や
多
賀
城

廃
寺
が
目
の
前
に
出
現
し
ま
す
。

・‌�

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
で
復
元
さ
れ
た

世
界
を
自
由
自
在
に
歩
き
回
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

こ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。（
通
信
料
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
方
の
負

担
に
な
り
ま
す
）

・
日
英
中
韓
マ
ル
チ
言
語
対
応

問
／
文
化
財
課
文
化
財
係

内
線
5
7
1
、
5
7
2

市立図書館
さざんか号の予定移　動

図書館

☎367-1730 http://homepage2.nifty.com/tagajo-lib/

▲トップ画面

▲�スマートフォンなどでダウンロードし、多賀城廃寺を訪れると、在りし日の姿を見る
ことができます。
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離乳食講習会（9カ月～11カ月児コース）
日　　　時／5月21日㈬午前9時30分～正午
会　　　場／母子健康センター
対象・定員／9～11カ月児と保護者12組（初回参加者優先）
費　　　用／300円
持　ち　物／母子健康手帳、筆記用具、おむつ、ミルクなど
申 込・ 問／�5月14日㈬まで健康課親子保健係へ 

内線135、136

離乳食講習会（7カ月～8カ月児コース）
日　　　時／5月28日㈬午前9時30分～正午
会　　　場／母子健康センター
対象・定員／7～8カ月児と保護者12組（先着順）
費　　　用／200円
持　ち　物／母子健康手帳、筆記用具、おむつ、ミルクなど
申 込・ 問／�5月21日㈬まで健康課親子保健係へ 

内線135、136

西部児童センター事業
会場は、すべて西部児童センター。
申し込み、問い合わせは、同センターへ直接または電話で。
受け付けは午前9時から。� ☎368–4142

イベント名 日　時 対象・定員 申し込み

おやこのひろば
いろいろなおもちゃあ
そび

16日
㈬

午前
10時15分

～
11時

1歳以上の
幼児と保護者 不要

子育てひろば
図書館司書のお話
読み聞かせの楽しみ
絵本の紹介

16日
㈬

午前
11時

～
11時30分

乳幼児と
保護者 不要

みんなおいで
ふれあいあそび

23日
㈬

午前
10時15分

～
10時45分

1歳以上の
幼児と保護者

15組

10日㈭
から

（先着順）

チャレンジ教室
ニュースポーツにチャ
レンジ

30日
㈬

午後3時
～

４時
小学生 不要

★幼児グループ「いちご」募集
1年を通して、いろいろな遊びを親子で楽しみます。
期　　　間／�4月～平成27年3月までの金曜日(月1～2回) 

午前10時15分～11時
対象・定員／�4月2日現在、2歳以上の幼児と保護者20組(先着

順)※幼児グループに初めて参加する親子が対象
申　　　込／4月11日㈮午前9時から直接来館
費　　　用／一部有料

図書館事業
問い合わせは、市立図書館へ直接または電話で。
� ☎367–1730
●読み聞かせ会
　ボランティアの方が絵本や紙芝居を読んでくれます。
　対象／幼児～小学生（幼児には保護者の付き添いをお願いします）

イベント名 日　時 会　場
よつばのクローバー 15日㈫

午前11時～
11時30分

市立図書館

図書館ボランティア
蒲公英

11日㈮
25日㈮

プーさんのおはなしや 5日㈯

朗読サークル 「多賀城」 2日㈬
16日㈬

午後3時～
3時30分

スキップ♪ 8日㈫ 午前11時～
11時30分 山王地区公民館

カンガルー読書会 23日㈬
午前

10時30分～
11時30分

大代地区公民館

鶴ケ谷児童館事業
会場は、すべて鶴ケ谷児童館。
申し込み・問い合わせは、同館へ直接または電話で。
� ☎362–0763

イベント名 日　時 対象・定員 申し込み
おもちゃランド
たくさんのおもちゃで遊ぼう
（17日は午前10時15分～
11時15分）

10日㈭
17日㈭

午前
10時15分

～
11時30分

乳幼児と
保護者 不要

あつまれ！0～1歳児
くわしくは24ページをご
覧ください

17日㈭
午前

10時15分
～

11時15分

子育て講話＆フリートーク
保健師と子育てについてト
ークしましょう

17日㈭
午前

11時15分
～

11時45分

★作って遊ぶ「はっぱくん」メンバー募集
学年の違うお友だちと、いろいろなものを作って遊びます。
児童館職員と一緒に活動する小学生のサークルです。
期　　　間／�５月～平成27年３月までの水曜日（月２～３回） 

午後３時15分～４時15分
対象・定員／小学生 25人(先着順)
申　　　込／４月23日㈬から直接来館
費　　　用／100円

子育てサポートセンター事業
申し込み・問い合わせは、同センターへ直接または電話で。
受け付けは午前9時から。費用は無料。� ☎389–2180

イベント名 日　時 会場 対象・定員 申し込み
遊びの出前
「どこでもハッピー」
すべり台・ボールハウス・
ままごと・ブロックなど
絵本の読み聞かせ

16日
㈬

午前10時
～

11時30分

高
橋
地
区

生
活
セ
ン
タ
ー

乳幼児と
保護者

不要
おしゃべり広場
子育てをしながら感
じていることなど、お
しゃべりを楽しみます

18日
㈮

午後1時30分
～

2時30分

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

生後６カ
月までの
乳児と保
護者

双子ちゃん集まれ
ふれあい遊び
お母さん同士の情
報交換

22日
㈫

午前10時15分
～

11時30分

乳幼児の
双子・三
つ子と保
護者

8日㈫
から

キッズ・ジュニアイベント
参加対象者は市内居住者に限り、申し込みは本人または家族の方に限ります（市立図書館事業は除く）。

みんな集まれ～！
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休日の診療

詳しい測定結果などはお問い合わせいただくか、市のホームページをご覧ください。

 内科・小児科
■塩釜地区休日急患診療センター
　☎366-0630
	 受付時間
	 ・日曜日、祝日
	 　午前8時45分～11時30分
	 　午後1時～4時30分
	 ・土曜日（小児科のみ診療）
	 　午後6時30分～9時30分
	 　（祝日に当たる日は日曜日・祝日の受付時間と同じ）

 歯　科
日付 医　院　名 住　　　所 電話番号

4月6日 ファミリア歯科 宮城郡松島町高城�
字町147-6 355-6860

13日 なかよしデンタル�
クリニック 多賀城市八幡1-2-18 366-8241

20日 ABEデンタルオフィス 宮城郡松島町高城字
町151-4 353-9980

27日 汐見台歯科医院 宮城郡七ケ浜町菖蒲
田浜字林合55-1 357-5603

29日 梅津歯科クリニック 多賀城市鶴ケ谷
2-29-17 362-4344

5月3日 大澤歯科医院 多賀城市笠神4-3-45 366-1615

4日 松島医療生協�
松島海岸診療所

宮城郡松島町松島�
字普賢堂2-11 353-2717

5日 浮島歯科クリニック 多賀城市浮島1-12-10 368-2201

6日 鈴木歯科医院 宮城郡利府町加瀬�
字十三塚107-1 356-5420

 宮城県子ども夜間安心コール
　宮城県では、お子さんの急な発熱やけがへの応急方法
に関して経験豊富な看護師が電話でお答えする電話相談
室を開設しています。
相談時間／毎日午後7時～翌朝午前8時
	 ☎＃8000（プッシュ回線の固定電話、携帯電話用）
	 ＊PHS不可
	 ☎212-9390（プッシュ回線以外の固定電話・PHSなど用）

❖市内の空間放射線量率
　本市では、市内54施設（学校、幼稚園、保育所、公共施設、公園など）のうち、毎日9施設を日替わりで測定してい
ます。いずれの測定地点も除染が必要なレベルや健康に影響をおよぼすレベルに達していませんのでご安心ください。
3月測定結果一覧（地表からの高さは1メートル、測定値の単位はマイクロシーベルト／時間）

測定地点 測定値 測定地点 測定値 測定地点 測定値 測定地点 測定値
1 新田新後公園 0.07 14 仙台育英学園多賀城

育英グラウンド（通学路） 0.07 27 旭ケ岡公園 0.07 41 新丸山公園 0.05
2 新田4号公園 0.08 15 多賀城八幡小学校 0.06 28 多賀城市役所 0.04 42 多賀城東小学校 0.05
3 山王小学校 0.05 16 八幡花園幼稚園 0.04 29 志引保育所 0.06 43 東豊中学校 0.06
4 山王2号公園 0.07 17 八幡保育所 0.07 30 多賀城小学校 0.06 44 笠神保育所 0.07
5 西部児童センター 0.06 18 八幡1号公園 0.04 31 太陽の家 0.07 45 大代保育園 0.05
6 あかね保育所 0.06 19 高崎中学校 0.07 32 留ケ谷1号公園 0.07 46 柏幼稚園 0.07
7 せいがん幼稚園 0.07 20 城南小学校 0.06 33 多賀城泉保育園 0.07 47 中財公園 0.04
8 高橋1号公園 0.07 21 中央公園 0.07 34 多賀城中学校 0.08 48 桜木花園幼稚園 0.05
9 高橋公園予定地 0.05 22 あやめ園駐車場 0.07 35 天真小学校 0.06 49 塩留公園 0.04
10 大日南公園 0.07 23 多賀城東幼稚園 0.09 36 鶴ケ谷保育所 0.06 50 旧・北日本自動車学院 0.05
11 第二中学校 0.05 24 浮島保育所 0.05 37 鶴ケ谷児童館 0.06 51 東北学院幼稚園 0.07
12 南宮公園 0.07 25 高崎1号公園 0.05 38 西ノ神公園 0.04 52 桜木公園 0.04
13 秀光中等教育学校（通学路） 0.06 26 多賀城高崎幼稚園 0.07 39 下馬みどり保育園 0.05 53 多賀城はるかぜ保育園 0.05
※測定値は2/17～3/14までの平均値
※除染が必要なレベルは0.23マイクロシーベルト/時間以上

40 新梅ノ宮公園 0.06 54 多賀城すみれ保育園 0.05

問／生活環境課環境リサイクル推進係　内線234～236

❖市民持ち込み食材の放射性物質測定結果（2月分）
測定件数2件、基準値以内2件、基準値超過0件
　放射性セシウムの基準値は、一般食品100ベクレル/kg、飲料水10ベクレル/kgです。
問／生活環境課総務企画係　内線232～233

❖�学校、保育所で使用する給食食材の放射性物質サ
ンプル測定結果（3月19日現在）
学校給食と保育所給食の放射性物質を測定していま
すが、基準値以下ですので、ご安心ください。
問／こども福祉課保育係　内線183
　　学校教育課学校教育係　内線522

❖水道水の放射性物質測定結果（3月4日現在）
東北大学の協力を得て水道水の放射性物質を測定し
ていますが、検出されていません（検出限界値未満）
ので、ご安心ください。
問／工務課浄水係　内線787

市内の放射線量などに関するお知らせ

JR仙石
線

●
坂総合病院

●
赤石病院

●GS
休日急患　　　
診療センター★
国道45号 至松島

西塩釜
駅

下馬駅
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健康診査● ※対象者に個別通知します。
人数調整などのため「年間カレンダー」に載せている対象生
年月日と異なることもあります。

3～4カ月児 15日㈫・30日㈬� 受付  午後0時10分～0時30分
25年11月26日～25年12月24日生まれ

1歳6カ月児 8日㈫・24日㈭� 受付  午後0時10分～0時30分
24年9月21日～24年10月17日生まれ

2歳6カ月児
歯科健診

17日㈭� 受付  午前9時30分～9時50分
23年9月10日～23年10月1日生まれ

3歳児 10日㈭・22日㈫� 受付  午後0時10分～0時30分
22年9月18日～22年10月17日生まれ

母子健康手帳●
の交付　

7日㈪・14日㈪・21日㈪・28日㈪�受付  午前9時45分～10時
保健師、栄養士のお話など（約1時間）

両親学級● 19日㈯� 受付  午後1時15分～1時25分
出産を迎える妊婦やご夫婦（先着10組・予約制）

ことばの相談● 16日㈬� 受付  午前9時15分～午後1時30分
未就学の幼児の発音など、言語相談員による相談（予約制）

乳幼児健康相談● 21日㈪� 受付  午前9時20分～10時
保健師・栄養士の乳幼児への健康アドバイス（予約制）

BCG接種● 14日㈪� 受付  午前9時30分～10時
BCG接種を受けていない5カ月～12カ月未満児。
予防接種手帳の予診票に記入し、母子健康手帳と体温計をお持ちください。

予防接種手帳●
の交付　

3～4カ月児健康診査通知と一緒に送付しています。転入な
どでお持ちでない方は、母子健康手帳をお持ちのうえ健康
課窓口へおいでください。

市 民
内線237～239
生活環境課

市民生活に関する相談窓口の紹介など
平日午前8時30分～午後5時
市役所2階　市民相談室

行 政
内線237～239
生活環境課

公共機関の仕事に関する苦情、要望など
8日㈫午前10時～午後3時
市役所2階　市民相談室

法 律
内線237～239
生活環境課

相続、離婚、金銭トラブルなど
16日㈬午前11時～午後4時
市役所2階　市民相談室（事前予約が必要です）

人 権
内線237～239
生活環境課

人権に関する不法行為など
14日㈪午前10時～午後3時
市役所2階　市民相談室

消 費 生 活
内線237～239
生活環境課

消費生活のトラブル
平日午前8時30分～午後5時
市役所2階　市民相談室

障 害 者
☎767-6646
ぱれっと
☎365-1165
けやき

来所、電話での相談、家庭訪問など
平日、第2・第4日曜日午前9時～午後5時
ぱれっと（指定相談支援事業所）
平日午前８時30分～午後5時１５分
けやき(指定相談支援事業所)

　
☎368-6300
社会福祉協議会

障害のためにお困りの方
22日㈫午前10時～午後3時
社会福祉センター

心 配 ご と
☎368-6300
社会福祉協議会

生活問題でお困りの方
7日、14日、21日、28日　各月曜日午前10時～午後3時
社会福祉センター

高 齢 者
内線664
介護福祉課

介護保険、高齢者介護、成年後見、虐待な
どでお困りの方
平日午前8時30分～午後5時15分
各地域包括支援センターへ
（中央地区）　☎368-6350
（西部地区）　☎309-3950
（東部地区）　☎363-4055

成 人 健 康 相 談
内線132
健康課

40歳以上で健康に心配のある方。健康・栄
養相談、血圧・体重測定など（事前電話予約）
23日㈬午前9時30分～11時
市役所地下102会議室

家 庭 ・ 児 童
内線185
こども福祉課

虐待、ドメスティックバイオレンス、離婚、
施設入所、里子里親など（事前電話予約）
平日午前9時～午後5時
市役所1階　こども福祉課

母 子 ・ 寡 婦
☎363-5507
宮城県仙台保健福祉
事務所

生活相談、福祉資金貸し付け（事前電話予約）
平日午前8時30分～午後4時
宮城県仙台保健福祉事務所（塩釜保健所）

女 性
☎362-1934
多賀城交番

ドメスティックバイオレンスやストーカー
被害でお困りの女性
6日㈰・26日㈯午前9時～午後5時
多賀城交番

児 童 ・ 生 徒 の
不登校・悩み相談
内線544
青少年育成センター

不登校、いじめ、困っていることなど
面接相談／毎週火曜日（祝日を除く）
午前10時～午後3時
市役所5階生涯学習課青少年育成センター
電話相談／平日午前10時～午後4時

子ども専用無料相談電話　　0120-7
ナヤミ・ナーイ
83-701

（平日午前9時～午後5時）
各 種 検 査 な ど
☎363-5502
塩釜保健所

相談・検査は原則無料（証明書が必要な場合
は手数料あり）、事前電話予約（匿名可）
●HIV抗体検査、クラミジア抗体検査、肝炎検査
16日㈬午後1時30分～3時30分
●骨髄バンク登録
16日㈬午前11時～正午
塩釜保健所

4 月の相談 相談方法など詳しくは各相談窓口にお問い合わせください。

▼携帯電話でも
　ご覧になれます。ほ け ん ガ イ ド

問：健康課 内線135、136　会場：母子健康センター

どうしても飼育できなくなった
犬や猫の引き取り

日時／10日㈭、24日㈭
　　　午前9時30分～11時
会場／塩釜保健所
　　　（塩竈市北浜4丁目8-15）
問／塩釜保健所
　　☎363-5505

シルバー人材センター入会説明会

　市内在住の60歳以上の健康で働く意欲
のある方大歓迎！
日時／9日㈬、23日㈬ 午後2時から
会場／シルバーワークプラザ
　　　（中央2丁目25-1）
問／シルバー人材センター　
　　☎368-2350
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多賀城市文化センターよりお知らせ（指定管理者：ＪＭ共同事業体）

人口と世帯数（2月末現在） 人口 62,235人（＋1人） 世帯数 25,138世帯（△7世帯） ※（　）は前月比です。

＊＊＊チケット購入など…直接お問い合わせいただくか文化センターホームページをご覧ください＊＊＊
4月の休館日／7日㈪・14日㈪・21日㈪・28日㈪・30日㈬
問／多賀城市文化センター　☎368-0131　ホームページ　http://tagajo-bunka.jp
※文化センターは、㈱ＪＴＢコミュニケーションズと三菱電機ビルテクノサービス㈱の共同事業体が運営しています。

■広報多賀城へのご感想やご意見をお寄せください。［地域コミュニティ課広報広聴係へ郵送（宛先は左上参照）、ファクス・メール・ホームページ］
　多賀城市役所　☎022-368-1141　ファクス022-368-8104　メールtagajo@city.tagajo.miyagi.jp　ホームページhttp://www.city.tagajo.miyagi.jp/

お笑いスーパーライブ
in多賀城

日時／6月15日㈰
　　　1回目開演：午後1時（開場：午後0時30分）
　　　2回目開演：午後4時30分（開場：午後4時）
会場／市民会館 大ホール（未就学児入場不可）
料金／全席指定	 3,500円
　　　C・FRIENDSメンバー	 3,000円

多賀城市文化センター友の会 年会費1,200円

C・FRIENDS　平成26年度メンバー募集
★最新情報のお知らせ　★チケット割引　★チケット先行予約
特典が盛り沢山のC・FRIENDSメンバーへぜひ入会を！

上記掲載以外にもいろいろな公演を予定しております。
決定次第、随時お知らせして参ります。
詳しくは多賀城市文化センターホームページ（下記参照）を
ご覧ください。

参加者募集 スタインウェイを弾いてみよう！
憧れのピアノ、スタインウェイを30
分独占できます。
日時／5月5日（祝・月）
　　　午前10時～正午、
　　　午後1時～5時（予定）
会場／市民会館 大ホール

募集組数：10組	 参加料：1組　1,000円
募集期間：4月5日㈯から先着順
　　　　　10組決定次第締切りとなります。
応募資格：�ピアノ経験者（4歳～大学生）1人を含む個人・

団体

参加者募集 ロビーステージ＆サークルフェア
日時／7月19日㈯　午前10時～午後3時
会場／市民会館 ロビー＆小ホールホワイエ

■ロビーステージ
募集組数：15組
1組20分まで
資格：�市内在住、勤務の

個人または団体
ジャンル：�音楽・ダンス

ほか
参加料：無料

■サークルフェア
作品展示・販売できます！
募集数：20組
資格：�文化センター利用サーク

ルおよびハンドメイド作
家さん、今後利用を希望
する団体等

登録料：1,000円
募集期間：4月8日㈫から先着順（それぞれ決定次第締切）

　

平
成
23
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
っ
て
、
市
内
に
あ
る
文
化
財
も
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
被
害
の
内
容
は
、
地
震
に
よ
る

建
造
物
や
石
碑
等
の
倒
壊
、
津
波
に
よ
る
文
書
や

民
俗
資
料
の
水
損
な
ど
多
岐
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
主
な
被
害
の
状
況
に

つ
い
て
述
べ
て
い
き
ま
す
。

　

国
指
定
特
別
史
跡
の
館
前
遺
跡
で
は
、
東
側

斜
面
に
地
割
れ
が
発
生
し
ま
し
た
。
市
指
定
文

化
財
で
は
、
沖
の
井（
沖
の
石
）が
津
波
に
よ
り

冠
水
し
瓦
礫
や
車
両
が
流
入
す
る
な
ど
の
被
害

を
受
け
た
ほ
か
、
南
安
楽
寺
古
碑
群
で
3
基
の

石
碑
が
倒
れ
ま
し
た
。

　
内
陸
部
の
歓か

ん
ま
ん満
不
動
尊
・
阿あ

み

だ
弥
陀
堂（
新
田
地

区
）、
日
光
院（
高
崎
地
区
）、
陸
奥
総
社
宮
・
多

賀
神
社
・
貴き

ふ
ね船
神
社
・
荒あ

ら
は
ば
き

脛
巾
神
社（
市
川
地
区
）

で
社
殿
の
一
部
に
損
傷
が
生
じ
た
り
、
石
灯
籠

が
倒
壊
す
る
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

沿
岸
部
で
は
、
八は

ち
ま
ん幡
神
社
に
高
さ
約
2
ｍ
の

津
波
が
押
し
寄
せ
、
社
殿
が
被
災
し
た
他
、
合

祀
さ
れ
て
い
る
萩は

ぎ
わ
ら原
神
社
や
鳥
居
、
境
内
の
石

碑
も
多
数
倒
壊
し
、
杉
木
立
も
全
て
枯
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
八
幡
地
区
の
古
碑
群
も
津
波
で

運
ば
れ
て
き
た
車
両
や
材
木
等
に
よ
っ
て
横
倒

し
に
な
り
、
元
ど
お
り
に
復
元
す
る
こ
と
が
困

難
な
状
態
で
し
た
。
一
方
、
建
造
物
も
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
土
倉
・
板
倉
が
多
数
損

壊
し
、
沿
岸
部
で
は
、
所
蔵
さ
れ
て
い
た
歴
史

資
料
や
民
俗
資
料
が
津
波
で
水
損
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
多
賀
城
海
軍
工こ

う
し
ょ
う
廠
に
関
連
す
る
建
物

と
し
て
現
存
し
て
い
た
も
の
も
、
地
震
・
津
波

に
よ
り
壁
が
崩
れ
、
ま
た
、
江
戸
時
代
に
建
設

さ
れ
た
貞て

い
ざ
ん山
運
河
も
津
波
に
よ
り
護
岸
が
破
壊

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

以
上
、
簡
単
に
市
内
の
文
化
財
の
被
害
状
況

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か

ら
、
文
化
財
の
調
査
、
保
全
を
目
的
に
文
化
財

レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
心

と
な
っ
た
の
は
、
1
8
9
棟
に
及
ぶ「
倉
」で
あ

り
、
新
た
な
歴
史
的
建
造
物
と
し
て
注
目
さ
れ

ま
し
た
。「
歴
史
の
風
」は
、
今
回
か
ら
12
回
に

わ
た
っ
て
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
と「
倉
」に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

広
報
多
賀
城
4
月
号
❖
通
巻
5
0
6
号 

平
成
26
年【
2
0
1
4
年
】4
月
1
日
発
行（
毎
月
1
日
発
行
）

編
集
と
発
行 

多
賀
城
市
総
務
部
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

多
賀
城
市
役
所
〒
985
―
8
5
3
1 

多
賀
城
市
中
央
2
丁
目
1
番
1
号
☎
0
2
2
―
3
6
8
―
1
1
4
1
㈹

こ
の
広
報
誌
は
、
再
生
紙
と
、
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。	

・
2
6
、
8
0
0
部
制
作

こ
の
広
報
誌
は
、
環
境
に
や
さ
し
い「
水
な
し
印
刷
」で
印
刷
し
て
い
ま
す
。	

・
1
部
当
た
り
の
印
刷
・
発
行
費
37
円

・
表
紙
の
多
賀
城
瓦
の
画
像
は
、
東
北
歴
史
博
物
館
の
承
認
を
受
け
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

出演／
サンドウィッチマン
ナイツ
バイきんぐ
北陽
インスタントジョンソン
地球

歴
史
の
風
㉝

�

～
市
内
の
文
化
財
被
害
状
況
～

2回公演
好評発売中

▲八幡居
い
家
か
前
まえ
石碑群の被害

▲館前遺跡の地割れ
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